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内
田
北
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く
ん

（う
ち
だ
．

野

ま
日

数

帯
ほ
く
と
。
平
成
5
年
9
月
1
日

世
午
前
3
時
37分
生
ま
れ
。
父
・

※
 

潰
彦
さ
ん
、
母
・
和
江
さ
ん
の

長
男
。
新
町
1
の
11の
1
)

9/15 
1994年・平成 6年

第855号・月 2回発行

く発行・編集〉

8野市企画財政部広報課
〒191東京都日野市神明1-12-1

合0425(85)1111 内線421• 422 

こ
と
し
も
、
国
民
の
祝
日
「
敬

老
の
日
」
を
迎
え
ま
し
た
。

当
市
で
は
、
昭
和
57年
1
月

1
日
に
「
日
野
市
老
人
憲
章
」

を
制
定
し
、
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
地
域
社
会
の
基
本
理
念
を

掲
げ
て
、
体
系
的
施
策
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

健
康
管
理
手
当
の

使
い
方
に
こ
理
解
を

日

野

市

長

木

林

田

喜

美

男

そ
の
一
施
策
と
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
健
康
管
理
に
役
立
つ

よ
う
70歳
以
上
の
方
全
貝
に
敬

老
行
事
の
9
月
に
健
康
管
理
手

当
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
こ

の
手
当
は
、
現
行
制
度
で
1
万

4
千
円
の
と
こ
ろ
1
万
2
千
円

を
お
手
元
に
届
け
、
残
り
2
千 ▲力を合わせ、オーエス、オーエス（昨年の網引き）

円
は
入
院
共
済
事
業
の
会
費
に

お
預
か
り
す
る
仕
組
み
で
す
。

健
康
管
理
手
当
は
、
r
J
本
人
の

健
康
管
理
の
た
め
、
毎
月
の
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
受
診
費
用
に
充
て

る
こ
と
が
一
番
生
き
た
使
い
道

と
、
こ
理
解
く
だ
さ
い
。

当
市
の
福
祉
施
策
で
は
、
「
寝

た
き
り
老
人
ゼ
ロ
」
を
目
標
に

し
て
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

日
こ
ろ
か
ら
、
健
康
第

一
に

お
過
こ
し
く
だ
さ
い
。

至立川駅

至
立
川

橋

市

民

陸

上

競

技

場――
 

日

――
 一芦

法
務
省
人
権
擁
護
局
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
の
中
か
ら
「
子
供
の

いじめ、 1本罰などの相談は

f 

10
月
1
0
8
「
体
育
の

B
」

市
民
陸
上
競
技
場
で

南
平
体
育
館
、
七
生
・
多
摩
平
両

10月
10
日
は
体
育
の
日
。
こ
の
日
、
市
民
陸
上
競

技

場

で

、

支

所
で
配
布
。

日
野
市
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
▽
事
前
申
し
込
み
必
要
種
目
11
ロ

テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
す

。

こ
の
催
し
に
は
、幼
児
か
ら
高
齢

ー
ド
レ
ー
ス
、
チ
ャ
レ
ン
ジ•
P

者
ま
で
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る
種
目
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

K
戦
、

一
輪
車
競
技
、
リ
レ
ー
、

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
あ
な
た
も
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
以
上
4
種
目

み
ま
せ
ん
か
。

（

体
育
課
）

※
事
前
申
し
込
み
必
要
種
目
の
受

け
付
け
は
、
体
育
課
へ
。
9
月
30

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
加
く
だ
さ
い
。

日
締
め
切
り
。

民
の
触
れ
合
い
と
健
康
づ
く
り
、
▽
日
時
1110月
10
日
午
前
9
時
ー
▽
賞
11
ス
ポ
・
レ
ク
参
加
賞
の
ほ

生
涯
学
習
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
午
後
4
時
15分
か

、

各

種

目

で

参

加

賞

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
な
種
目

▽
会
場
11市
民
陸
上
競
技
場
（
案

▽
注
意
11
①
会
場
周
辺
に
は
、
駐

も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
種
内
図
参

照

）

車

場

が

あ

り
ま
せ
ん
。
市
役
所
問

目
は
当
日
参
加
で
き
る
も
の
で
、
▽
内
容
11
別
表
の
と
お
り
1

1

1

，ー
辺
の
臨
時
駐
車
場
を
、
こ
利
用
く

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る
も
の
も
※
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
申
込
輩
は
、
市
だ
さ
い

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
家
族
・
役
所
5
階
体
育
課
、
同
1
階
市
民
②
会
場
に
は
、
模
擬
店
・
販
売
コ

友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
こ
参
相
談
窓
口
、
市
民
陸
上
競
技
場
、
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

③
雨
天
の
場
合
は、

会
場
を
一
中

体
育
館
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

た
だ
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
変

更
が
あ
り
ま
す

叉
問
合
せ
先
11
体
育
課
6
内
綜
542

電
車
…
日
野
駅
か
ら
徒
歩
10
分

パ
ス
・
・
・
日
野
本
町
バ
ス
停
か
ら
徒
歩

5
分

自
家
用
車
…
市
役
所
臨
時
駐
車
場
か
ら
徒
歩
15
分

自
転
車
：・

＿
中
臨
時
駐
輪
場
か
ら
徒
歩
3
分

至豊田

案
内
図

スポ・レクプログラム

自由参加

日野太鼓、日野囃子（はやし ）

当日受付

最
近
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

破
砕
施
設
内
で
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に

よ
る
爆
発
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
爆
発
事
故
に
よ
り
破
砕
機

が
故
障
す
る
と
、

不
燃
ご
み
の
処

理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
、

オ
レ
ン
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
出
さ
な
い

で
、
必
ず
販
売
店
へ
返
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、

卓
上
用
の
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
は
最
後
ま
で
使
い
き

り
、
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
よ

い
所
で
、

顔
や
体
に
ガ
ス
が
掛
か

ら
な
い
よ
う
に
し
て
穴
を
開
け
て

か
ら
、
オ
レ
ン
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
を
多
量
に
出
す
場
合
は
、
オ

人
権
専
門
委
員
」
を
掴
名
し
ま
し

こ。t
 

こ
れ
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
・

体
罰
な
ど
、
子
供
の
人
権
に
つ
い

て
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

日
野
市
で
は
、

次
の
方
が
専
門

委
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
お
気

軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
子
供
の
人
権
専
門
委
員
11
平

満
太
郎
氏
（
日
野
市
新
井
863
の
64

6
9
1
.
2
3
1
5
)
 

▽
問
合
せ
先
11広
報
課
市
民
相
談

担
当

(C
8
5
.
2
0
0
0
)

当日受付 高校生以上

今
号
の
主
な
内
容

2 面•••秋の全国交通安全運動

3面…第 2次日野市女性行動計画

策定のための委員を募集

4 • 5面・・・ 「敬老の 日」特集

6面・・・日野市 「海の家J事業

7 面•••ことぶき大学受講生を募集
8面・・・みんなのメモ帳

レ
ン
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
な
い

で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ
直
接

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
オ
レ
ン

ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
と
、
こ
み

処
理
の
過
程
で
破
砕
機
に
テ
ー
プ

が
巻
き
付
き
、
正
常
な
運
転
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
点
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
滴
切
な
こ
み
の
出
し
方
に

こ
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
し

方
の
分
か
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
出
す
前
に
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

‘,
0
 

し▽
閏
合
せ
先
11
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー

(C
8
1
.
0
4
4
4
)

ガ
ス
ポ
ン
ベ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
の
—

|
1

!

出

し

方

の

お

願

い

おもしろ 10種目 当日受付

事前申し込み

大声コ ンテスト
長靴とばしなど

3km • 5kmコース

公園探険ラリー 当日受付

チャレンジ・PK戦 事前申し込み 小学・中学・女性
・一般の部

自由参加

みんなで健康体操 自由参加

一輪車競技 事前申し込み

事前申し込み 中学・団体の部

ジャンケン・チャンピオン

＆綱引き
自由参加

みんなで整理体操 自由参加

※午後 4時15分終了予定
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当
時
は
図
書
館
の
な
か
っ
た
日
野
市

[
 

で
、
市
民
が
本
に
親
し
む
き
っ
か
け

d

だ

⑥

1
 

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
約
3
千
冊
の
本
を
積
ん
＂

（

予

る

〔

里

ガ

だ

2

台

の

バ

ス

が

、

市

内

52カ
所
を

i

（

日

巡
回
。
中
央
館
（
豊
田
）
ほ
か
8
館

A

土

の

図
書
館
が
開
設
さ
れ
た
今
で
も
、
[

一

郷

厚

万3
千
729冊、

貸
出
冊
数
の
7

~

•
8
%

（
平
成4
年
度
）
を
、
ひ
ま
〗i

 

わ
り
号
は
占
め
て
い
ま
す
。

家
事
で
忙
し
い
お
母
さ
ん
や
、
ま
＇

一
＂

今
回
紹
介
す
る
か
る
た
は
、
「
ひ
」
だ
図
書
館
に
行
け
な
い
子
供
さ
ん
の
佃

ー
の
II

ひ
ま
わ
り
号
み
ん
な
の
夢
を
は
夢
を
乗
せ
、
ひ
ま
わ
り
号
は
き
ょ
う
(

ご
J

ぶ
バ
ス
II

で

す

。

も

走

り

ま

す

。

暑

い

日

も

寒

い

日

も

〔

「ひ
ま
わ
り
号
」
は
、
移
動
図
書
皆
さ
ん
と
出
会
う
た
め
に
。

l

l

一
[
館
゜
ひ
ま
わ
り

斎

4̀
[`9“̀
[

h

の
花
の
イ
メ
ー

り
二

夏

彎

雪

：

[

％
．
．
．
喜
彎
亨
｀
11

支
・
＾
唸
S
.
.
9

．含ふ

□

｀
i

似

叩

＂シ
と、
日野
の •

5シ
ク
／I＼

；
ち
を
回
る
車

．
ヽ
〗
｀
．
／』
：
染
芯
一

了

う

意

味

で

：

嘉

-

}

ニ

・
[
.
↓

s
:

・い畠贔”•
•• 
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1

名
付
け
ら
れ
ま

ヽ
l
l
{
・

；
 

バ
鼻
哀

p
"

函 P
"ふ
．
姦
け
し
•
し

[O
>

t

r~

,

一
し
た
。
誕
生
は

．；7
／

l
i

訳
l
'さ
4

}

叩
昭
和
40
年
の
9

、

[
2・

急

i
 

こ
り

ミ
0

月
。
で
す
か
ら

．．．

．
い
し

し

fmu 

ア

し

で

29
歳
。

恭麟
了

鳳
ひ
ま
わ
り
号
み
ん
な
の
夢
を
は
こ
ぶ
バ
ス
一

)
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)
1
0
月
1
3
日
に
開
催

;
,
`
｀
言
二

一

ヽ

~

一r
く
ら
し
と
臼
政
」
総
合
市
民
醤

ぶ
[一

10月
16日
ー
22日
の
行
政
相
談

週

上

、
交
通
事
故
、
労
働
、
法
律
、
登

1
 

叩
間
に
合
わ
せ
、
市
で
は
「
く
ら
し
と
記
、
税
務
な
ど
の
相
談

＂
行
政
」
総
合
市
民
相
談
を
開
催
し
ま
※
法
律
、
登
記
、
税
務
の
相
談
は
予
(

川
す
。
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
約
制

(10月
12
日
午
前
8
時
30分
か

r

)
 

-

叫

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て

い

る

ら

電
話
で
受
け
付
け
）。

L

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

▽
費
用
11無
料

～
 

▽
予
約
・
問
合
せ
先1
1広
報
課
市
民
〗

叫
機
会
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

一

)
▽
日
時
1110月
13日
午
後
1
時
30分
相

談

担

当

(C
8
5
.
2
0
0
0
)

〗
1
4

時
（
受
け
付
け
は
午
後
3

時
ま
※
「
く
ら
し
と
行
政
」
総
合
市
民
相5

談
の
詳
し
い
内
容
は
、
本
紙
次
号
に
-

～
で
）

A

▽
会
場
11東
部

会

館

掲

載

し
ま
す
。

』

叩
▽
内
容
11
市
政
、
行
政
、

人
権
身
の

e
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9
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の

ー

|

ー

ニ

▽
日
時
1
1
9月
げ
日
午
前
10時
i
l
l
-

時
／
24
日
正
午
ー
午
後
1
時

圃

[
~
長
相
談
▽
会
場

1
1市
役
所1
階
ロ
ビ
ー
叫

i

，
月
の
市
長
相
談
を
次
の
と
お
り
▽
問
合
せ
先
11広
報
課
市
民
相
談
担
一

川
行
い
ま
す
。

．

当
6
内
線
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年（平成6年）9月15巳

第855号 てq、(2) 

市役所
代表電話

霊 85-1111

所得制限額表
（平成6年10月～平成7年9月の医療証分）

177.6万円

207.6万円

237.6万円

267.6万円

393.0万円

423.0万円

453.0万円

483.0万円

9月21日～30日

一～ありがとう 笑顔でかわす良いマナー～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
の
徹
底

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

9
月
21
日
か
ら
30日
ま
で
の

10
日
間
、
「
あ
り
か
と
う

笑
顔
で
か
わ
す
良
い
マ
ナ
ー
」
を
メ

ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
し
の
「
秋
の
全
国
交
通
安

今
運
動
」
の
重
点
課
題
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
、
若
者

と
高
齢
者
の
事
故
防
止
、
自
転
車

利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
、
の
三
つ
で

す
。

社会保険料相当額（全員一律）

老人控除対象配偶者・老人扶養控除
(I人に付き ）

普通障害・ 寡婦・寡夫・勤労学生控除

特別寡婦•特別障害者控除
--・ ・ -・ 

雑損、医療費、小規模企業等共済掛金

8万円

6万円

27万円

35万円

控除相当額

若
者
と
高
齢
者

の

事

故

防

止

在
宅
介
護
者
の
集
い
は
、
こ
家

庭
で
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
お
年

寄
り
の
お
世
話
を
し
て
い
る
方
々

に
、
ゆ
っ
く
り
と
静
査
し
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
お
互
い
に
情
報
の

交
換
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

こ
と
し
は
、

1
泊
2
日
の
湿
泉

旅
行
で
、
講
油
会
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
11
10
月
14ー

15
日

▽
場
所
11
国
民
年
金
福
祉
施
設

「
か
す
が
い
」

（
山
梨
県
）

▽
対
象
11
家
庭
で
寝
た
き
り
、
痴

ほ
う
性
老
人
の
介
護
を
し
て
い
る

方

集
い一

催
し
ま
す

い
て

社
協
講
演
会

自

転

車

利

用

マ
ナ
ー
の
向
上

慣
」
・
・
・
ド
ラ
イ
バ
ー
も
同
乗
者
も

面
倒
が
ら
ず
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
の
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
方
は
、
道
路
を
横
断
す

る
前
に
必
ず
一
度
止
ま
っ
て
、
左

右
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
横
断
し

て
は
い
け
な
い
所
で
の
横
断
は
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢
者

の
方
を
見
掛
け
た
ら
徐
行
す
る
な

り
、
道
を
譲
る
な
り
の
気
配
り
を

忘
れ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

‘,
0
 

し

必要な証明書類

身体障害者

精神薄弱者

戟傷病者 （特別項症 ～第 6項症）
第 1款症 ～第 5款症

原爆被爆者

生活保護世帯

児童扶養手当受給世帯

身体障害者手帳

愛の手帳

薮傷病者手帳

被爆者認定手帳と認定書または健康管理
手当証明書

保護開始決定通知書

児童扶養手当証明

て
し
ま
い
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
時
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
転
申
は
必
ず
駐
輪
場
に
止
め

よ
う

②
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を

し
よ
う

③
夜
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
よ
う

④
二
人
乗
り
は
絶
対
や
め
よ
う

▽
問
合
せ
先
11
市
管
理
課
6
内
線

336
／
日
野
濫
察
署

(
6
8
6
.
o
l

l
o
)
 

れ固りに歳で生月て歳
の平まは児でまの ・乳
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た
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醤省 雨畠噂斎工囚達成幼 9
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f へ合ズ実‘容場 1 ・協日
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先 年 霞 86先か‘形自日時 iは市

II 度
公 多 ・ 1| ※ 交を 転野 30. 、社

児課務 90日日通｛吏車中分！喜 魯
童 税 口 後 1野野関用の央
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課書
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内 ＄ 多.-ーニーごニーニーニー二こー—ニーニーニー― j 嬰目

在
宅

▽
定
員
1125
人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
費
用
1
1
3
千
円

▽
講
演
会
講
師
11
池
上
洋
通
氏

（
日
野
市
医
療
と
福
祉
を
進
め
る

会
会
長
、
千
葉
大
学
講
師
）

▽
申
込
み
11
10
月
3
8ま
で
に
電

話
で
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
6
8
2
.
2
3
1
9
)

へ

¢
墨
冒

▽
18
日
11
都
市
長
会
役
員
会
議

（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

20

日
11
市
民
自
治
学
園
（
庁
内
会
議

室
）
に
講
話
、
市
長
相
談
日
（
市

都
営
交
通
無
料
乗
申
券
が
、

10

月
1
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

有
効
期
阪
が
平
成

6
年

9
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
乗
車
券
を

お
持
ち
の
方
は
、

9
月
21日
以
降
、

市
役
所
2
階
社
会
糊
祉
課
で
更
新

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
規
の
手
続
き
も
受
け

講
師
に
は
、
堀
田
力
氏
を
お
招

き
し
ま
す
。
堀
田
氏
は
検
事
を
退

職
後
、
さ
わ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
高
齢
化
社
会
に
回
け

た
福
祉
活
動
の
普
及
に
努
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
こ
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
1110
月
5
日
午
後

7
時
か

ら▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
テ
—
マ1
1

「
今
、
輝
い
て
生
き

る
」
ー
検
事
よ
り
福
祉
へ
勇
気
あ

る
転
身
＼

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会

(
6
8
2
.
2
3
1
9
)

付
け
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
希
望

さ
れ
る
方
（
シ
ル
バ
ー
パ
ス
所
持

者
は
除
く
）
は
、
こ
の
機
会
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の
11
写
真

1
枚
（
縦
4
tぷぃ

x横
3
tぷい）、

印
鑑
、
証
明
書
類
（
別
表
）
、
更
新
の

市
立
幼
稚
園
の
欠
員
状
況
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

幼
稚
園
で
は
随
時
入
園
受
付
を

市立幼稚園の状況

11
月
13日
の
日
野
市
産
業
ま
つ

り
で
行
わ
れ
る
新
選
組
パ
レ
ー
ド

（約
2
キ
ロ
認
を
歩
行
）
に
隊
士
と

し
て
参
加
で
き
る
方
を
耕
集
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象
1116
歳
以
上
の
男
女
、

30

人
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
費
用
11
千
円

▽
申
込
み
11
9
月
30日
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
身
長
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
日
野
市
役
所
産
業
経
済
課
内

日
野
市
観
光
協
会
(
〒
191日
野
市

神
明
1
の
12
の
1
)
へ

▽
問
合
せ
先
11
産
業
経
済
課
ff
内

線

204

市
立
幼
稚
園
か
ら
お
知
ら
せ

行
っ
て
い
ま
す
。
入
園
を
希
望
の

場
合
は
、
直
接
各
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
学
務
課
）

民
ロ
ビ
ー
、

2
件
）
▽

27
日
11
市

民
広
聴
会
「
放
謹
自
転
車
対
策
に

つ
い
て
」
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
、

市
長
相
談
日
（
市
民
ロ
ビ
ー
、

1

件
）
▽

28
日
11
日
野
市
総
合
防
災

訓
練
（
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
を

実
施
▽
29
日
11
地
方
自
泊
セ
ン
タ

ー
総
会
（
蝙
河
原
町
）
に
出
席
▽

30日
11
定
例
記
者
会
見
（
庁
内
会

議
室
）
▽

31日
11
市
内
長
寿
者
お

祝
い
訪
問
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掲
載
済
み
の
団
体
で
、
代
表
者

＂

・
連
絡
先
等
を
変
更
し
た
場
合
｛

＂
「
機
関
・
団
体
名
簿
」
を
作
成

i

登

載

希

望

者

は

連

絡

を

は

甲

請

を

し

て

＜

誓

い

。

｛

i

こ
と
し
も
市
民
活
動
や
行
政
宗
教
・
営
利
団
体
を
除
く
）
の
▽
申
請
方
法
11
9
月
30日
ま
で

i

に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
日
野
市
-

-

-
運
営
の
資
料
と
し
て
、
「
機
関
．
代
表
者
・
連
絡
先
な
ど
を
掲
載

役
所
広
報
課
(
〒

191日
野
市
神

叩

-

-
団
体
名
簿
」
を
発
行
し
ま
す
。
し
ま
す
。

0

名
簿
に
は
、
市
内
及
ぴ
周
辺
今
ま
で
こ
の
名
簿
に
掲
載
さ
明
ー
の
12
の
1
)

へ

叫

i

の
各
機
関
・
官
公
署
・
市
内
で
れ
て
い
な
い
団
体
で
、
登
載
を
▽
問
合
せ
先
11
広
報
課
6
内
綜
一0

 

0

活
動
し
て
い
る
団
体
（
政
治
．
希
望
す
る
団
体
、
ま
た
は
既
に

421

24人4人

45 

35 

II 

13 

終市産業まっ％

箇パ防叶f

戴士を募集中

.,`
▲胃●

都
営
交
通
無
料
乗
車
券

更
新
・
新
規
の
手
続
き
を

場
合
は
旧
乗
車
券

▽
問
合
せ
先
11
社
会
福
祉
課
6
内

線

229
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(3) 

1994年（平成6年）

て^°‘第855号
電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
合0120-042586 （ 無料） （ 日曜日・祝日 9 : 00-17 : 00 

年末年始を除く ） 
重度の身体障害者

視 覚 障 害
1級から3級及び4級の1（両眼での視力が、

0.09以上0.12以下）

聴 覚 障 害

上 肢不自由

下肢不自由

2級及び3級

1級、2級の l（両上肢の著しい障害）及び 2
級の2（両上肢のすぺての指を欠 く）

I級、2級及び3級の 1（両下肢をショ パー関

節以上で欠 く）

男女共生社会を目指して

策定委員を募集

肢
体
不
自
由

— 
乳幼児期以前

の非進行性の

脳病変による

運動機能障害

体 幹 不 自 由

上肢

機能障害

移動

機能障害

1級から 3級

1級及び2級（l上肢のみに運動機能障害の
ある場合を除 く）

1級から3級（ l下肢のみに運動機能障害の

ある場合を除 く）

内
部
障
害

心臓機能障害

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

小腸機能障害
------------------------------------------
ばうこう、 または直腸の機能障害r1級から3級

1級から 4級

有
料
道
路
通
行
料
金
の
障
害
者
参
し
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
障
害

割
引
措
鷹
を
、
受
け
る
こ
と
が
で
者
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

き
る
方
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。
い
。
割
引
証
を
交
付
し
ま
す
。
登

◎
割
引
措
置
の
適
用
範
囲
…
①
身
録
で
き
る
自
動
車
は
、
障
害
者
本

体
障
害
者
が
運
転
す
る
場
合
②
人
ま
た
は
家
族
が
所
有
す
る
も
の

重
度
の
身
体
障
害
者
（
別
表
参
照
）

1
台
で
す
。
た
だ
し
、
自
動
車
を
所

ま
た
は
重
度
の
精
神
薄
弱
者

（愛
有
し
て
い
な
く
、
介
護
者
が
継
続

の
手
帳

l
度、

2
度
）
を
乗
せ
て
、
し
て
日
常
的
に
運
転
す
る
場
合

介
護
者
が
運
転
す
る
場
合

は
、
そ
の
介
護
者
が
所
有
す
る
自

◎
割
引
措
置
の
手
続
き
…
身
体
障
動
車

1
台
が
登
録
で
き
ま
す

害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
と
、
◎
有
料
道
路
で
の
割
引
…
通
常
通

登
録
す
る
自
動
車
の
車
検
証
を
持
行
料
金
の
半
額
が
割
り
引
か
れ
ま

◇10月前売り開始の催し物◇

初笑い新春寄席

人形浄瑠璃「文楽」

〶
谷
村
有
美
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

別

W
.
I
t
h
"
-

▽
日
時

1111月
25日
午
後
6
時
30

分▽
曲
目

11
「
今
夜
あ
な
た
に
フ
ラ

レ
た
い
」
、
「元
気
だ
し
て
よ
」
ほ
か

▽
入
場
料1
1
全
席
指
定
•
4

千
6
3
5

円▽
前
売
り
開
始

1
1
9月
17

日
午
前
9
時
（
窓
口
優
先

販
売
。

1
人

4
枚
ま
で
）

虹

翌
神
谷
郁
代
・
楽
し
い
ピ

て訥

ア
ノ
コ
ン
サ
—
卜

゜
ぃ
▽
日
時

1110月
16日
午
後

5
 5

2
時

旨
ッ

▽
会
場

11七
生
公
会
堂

才卜セg

▽
曲
目

11ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

注

・
・
・
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

コ伍
「
月
光
」、

「
悲
愴
」
、
シ
ョ

フ5

パ
ン
・
・
・
「
小
犬
の
ワ
ル
ツ

と位

」、
「幻
想
即
興
曲
」
ほ
か

フ豆

▽
入
場
料

11全
席
指
定
・

2
千
円

シ京東※

※
発
売
中
。

唖
室
内
楽
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時

1111月
11日
午
後

7
時

▽
出
演

11
エ
マ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
、
澤
和
樹
弦
楽
四
璽

奏
団
、
蓼
沼
恵
美
子
（
ピ
ア
ノ
）

▽
曲
目

11モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…

「
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
曲
」
ほ
か

▽
入
場
料

I
I
S席
3
千
500円
（
学

割

2
千

800
円）、

A
席
2
千

500
円

（
学
割

2
千
円
）

※
発
売
中
。

唖
セ
ル
ジ
オ
・
メ
ン
デ
ス
＆
ブ
ラ

ジ
ル
田

▽
日
時

1111月
18日
午
後
7
時

▽
曲
目

11「
マ
シ
ュ
・
ケ
・
ナ
ダ
」、

「
フ
ー
ル
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ
ル
」
ほ
か

▽
入
場
料
I
I
S席
6
千
円
、

A
席

5
千
円
、

B
席

4
千
円

※
発
売
中
。

以
上
、
会
場
の
特
に
掴
定
の
な

い
催
し
は
、
市
民
会
館
で
実
施
。

催
し
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

市
民
会
館

(6
8
5
.
2
0
1
1
)へ。

1月22日1 l I全席指定2,000円

江渕医院（外・胃・内良科）

多摩平6-36-I ttSl-0475 

＝丁目

日野

至神明

全席指定3、000円
（学割2、000円）
通し券 5、000円

秋も 楽 しt ≫ 

市民会館

の催 L

京王 平 山 ク リ ニ ッ ク（外・内科）

平山 2-37-8 ff92-51 I I 

平山城址公園駅

平山城址
公園駅入口

小松医院 （内・児胃 ・放科）

多摩平4-9-l a8l-0474 

須賀小児科 （児科）

高幡328森久保医療ピルft93-7888

R 潤徳小

日 程 表

オリエンテーション
午前9時一午後3時 I社会福祉サーピス入門

高齢者の橿祉

午後1時～午後3時 1社会福祉と住民参加

午後 1時～5時 家事援助入門
障害者の播祉

対人援助技術
介護概論

介護技術 I)

午前10時～午後3時 I障害者・高齢者の心理
＇医学基礎知 識

午前 10時～午後4時 I~齢者等家且訪問技術
実習オリエンアーション

iii齢者等謂珪技術

午前10時～正午

中央橿祉セ ンター

生活・保健センター

市役所会議室

生活・保健センター

市役所会議室

生活・保健センター

高齢者在宅サーピスセンター、
特別養護老人ホームの見学I浅川苑
実習

濠印の見学実醤はこの内、 1日のみの実習（時間午前9時～午後5時）。

「第

2
次
日
野
市
女
性
行
動
計
と
ら
わ
れ
ず
、
い
き
い
き
と
暮
ら

▽

定

員

1
1
5人

画
（
仮
称
）
」
策
定
の
た
め
の
委
晨
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
一
▽
申
込
み

11
9
月
30日
（
消
印
有

を
募
集
し
ま
す
。

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所、

こ
の
計
画
は
、
女
性
問
題
の
解
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
性
別
、
年
代
、
電
話
番
号
、
応

決
と
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
▽
活
動
期
間

11
10月
1
平
成

7
年
募
の
動
機
を
記
入
し
、
女
性
セ
ン

に
、
市
が
行
う
施
策
の
基
本
的
方

7
月

こ

ろ

ま

で

タ

ー

(〒
191日
野
市
日
野
本
町

1

向
と
事
業
を
示
す
も
の
で
す
。

▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
の
成
の
6
の
3
)
へ

第

1
次
に
当
た
る
「
日
野
市
婦
人
の
男
女
で
、
女
性
問
題
に
関
心
▽
問
合
せ
先

11
女
性
セ
ン
タ
ー

人
行
動
計
画
」
（
計
画
期
間
…
昭
和
の
あ
る
方

(
6
8
4
.
2
7
3
3
)

61年
度

1
平
成

5
年
度
）
が
、
終

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ▲
 

こ

の

機

会

に

ぜ

ひ

ご

参

加

を

了
し
た
の
に
伴
い
、
こ
の
度
第

2

i・

…

…

…

…

…

・

・

乳

が

ん

予

防

セ

ミ

ナ

ー

次
の
女
性
行
動
計
画
を
策
定
す
る
＂

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

芽
集
す
る
委
員
は
、
計
画
策
定
乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
る
ん
セ
ン
タ
ー
乳
房
科
医
長
）

の
た
め
に
設
置
さ
れ
る

「
日
野
市
唯
一
の
が
ん
で
す
。ぜ
ひ
参
加
を
。
▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

女
性
行
動
計
画
推
進
委
員
会
」
の
▽
日
時

11
9
月
26日
午
後

2
時

ー

学

者

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
時
代
に
即
し

3
時
30分
▽

定

員

1180人
（
先
着
順
）

た
女
性
問
題
解
決
の
た
め
の
総
合

▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
申
込
み

11電
話
で
健
康
課

(
C

的
施
策
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
▽
内
容

11乳
が
ん
の
予
防
、
検
診
、

8
1
.
4
1
1
1
)
へ

た

だ

き

ま

す

。

治

療

全

般

に

つ

い

て

の

講

演
会

21世
紀
に
向
け
て
男
女
が
性
に
▽
講
師

11村
田
厚
氏
（
向
多
摩
が

多

す
。
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛

の
手
帳
を
提
示
し
、

割
引
証
を
提

有
料
道
路
通
行
料
金

▽
問
合
せ
先
ー
社
会
福
祉
課
6
内

障

害

者

割

引

措

置

ガ

拡

充

出

し

て

く

た

さ

い

線

228.229

唖
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス

▽
日
程

1110月
12日

▽
対
象

11
7
カ
月
児

（平
成

6
年

2

月
•
3

月
生
ま
れ
）

唖
は
み
は
み
ク
ラ
ス

▽
日
程

1
1
9月
21日、

10月
26日

▽
対
象

11
12カ
月
鬼

（平
成

5
年

9
月
・

10月
生
ま
れ
）

以
上
▽
時
間

11①
午
前

10時
30

分
②
11時
③
11時
30分
④
正
午

▽
申
込
み

11
9
月
20日
ま
で

(10

月
の
教
室
は
9
月
26日
ま
で
）
に

電
話
で
健
康
課

(6
8
1
.
4
1
1

l
)
へ
※
申
込
多
数
は
柚
選

-― 神明4-24-I ft84-5633 

至立川 ---上m．一入口

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
施
設
介
護
職
員

養
成
講
習
3
級
課
程
受
講
者
券
集

日
野
市
福
祉
事
業
団
で
は
、
次

の
と
お
り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
施
設

介
護
職
異
蓑
成
講
習
の
3
級
課
程

を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
参
加
＜

だ
さ
い
。

▽
日
時
・
会
場
・
内
容

11別
表
の

と
お
り

▽
対
象

IICD市
内
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
と
し
て
働
く
こ
と
を
希

望
す
る
方
、
及
び
既
に
働
い
て
い

る
方
で
、
こ
の
講
習
を
受
け
た
こ

---
0
 

蝙

―
_
-
―

ー

ム

ーー
ー―

り

―l
-＿

ヽ

•_
＿-

9

-―
ー
ー
、

__
 

-—-

9

-_
--
9

-――
●ー

ヽ

・
―
―
-

9

-U-

▲

―――-

9

-＿＿-

9

..
 

-l-·
~

.__—-9 

と
の
な
い
方
②
全
日
程
に
参
加

で
き
る
方

▽
定
員

1140人

▽
費
用

11無
料

▽
申
込
み

1
1
9月
22日
ま
で
に
電

話
で
日
野
市
福
祉
事
業
団

3
級
研

修
係

(6
8
1
.
2
6
4
2
/
87.

3
9
4
1
)
へ
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

r
正
秋
バ
ン
ド
」

結
成

5
周
年
記
念

内

科

外

科

内

科

/j‘ 

児

科

外

科

内

科

外

科

外

科

内

科

工藤整形外科皮膚科 （整波科）

南平3-22-15 ff92-3333 

幡橋 至: 
京王線 l 9 9 9 9 9 9 9 9| lI I I I I I I 不

g 

1Jヽ

斗禾

曰
し

ー
ノ

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急患テレホンセンター

（日野消防署合81-0119)へお問い合わせを。

悶 l ：口は 1[：;~| ご l:／副 i[| 悶 :I:Iご

泌

尿

器

科

整

形

外

科

IJヽ

児

科

内

科

7
カ
月
児
と

12カ
月
児
の

歯
ブ
ラ
シ
教
室

内

科
外

科

外

科

外

科

外

科

↓

r

斗

夕

禾
内

科
内

科

内

科

望月医院 （児科）

多摩平6-31-4 ffBl-0504 

チャ9テ小一宮ン号-伯
▽ 日時＝ 9月17日午後 2時～ 4時30分
▽会場＝市民会館大ホール

▽費用＝ 2千 円 （福祉協力金※協力金か

ら I骨髄バンク」に寄付を行います。目

糠金額は100万円です）

▽問合せ先＝東京光の家 愛のサウンドフ

ェスティバル係 （云81• 2 3 4 0) 

午後 7時30分 -10時30分

内科・小児科

日野本町 I- 7 -2生活・保儘センター分室
ff84-1661 

9月15日沐 ・18日（日）

23日（針 ・25日（日）

午前 10時 一午後 5時
（受付は午前 9時 一午後 4時）

内
奎
形
外
科

八王子市平岡町 l8-3八王子市保健センター
ff0426-25-9I 28 

多摩市関戸 4-19-5多摩市立健康センター
ff0423-76-91 I I 

池田医院（内科）

3隋 ffil-2848
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つ
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老
人
ク
ラ
ブ
と
聞
い
て
、

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

は
あ
ま
り
多
く
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
そ
れ
は
ひ
と
む
か

し
前
の
こ
と
。
現
在
は
楽
し

く
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
、

い
き
い
き
と
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
に
高
幡
台
寿
会

が
あ
り
ま
す
。
会
長
を
務
め

る
の
は
、
松
村
和
子
さ
ん
。

老
人
と
お
呼
び
す
る
に
は
、

若
過
ぎ
る
昭
和

5
年
生
ま
れ

の
64歳
の
方
で
す
。
松
村
さ

ん
が
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

た
の
は
6
年
前
、
自
治
会
を

通
じ
て
の
お
手
伝
い
が
始
ま

り
。「
会
長
と
い
う
よ
り
、
お

手
伝
い
さ
ん
で
す
よ
。
皆
さ

ん
が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
う
れ

し
い
ん
で
す
」
と
松
村
さ
ん
。

そ
ん
な
姿
嬰
と
明
る
さ
が
親

►
松
村
和
子
さ
ん

、しa"̀
c‘.しこ
≫’ヵ`
C
＞

ìs:＇5̀‘
ど
3
>
｀
‘W・

…`
ー冒ー

し
ま
れ
、
こ
と
し
副
会
長
か

ら
会
長
に
。
月
2
回
の
定
例

会
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
水

彩
画
・
手
芸
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

多
彩
な
サ
ー
ク
ル
活
動
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
か
く
家
に
引
き
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
。

一
人
暮
ら

し、

夫
婦
二
人
だ
け
の
世
帯

も
多
い
。一
家
族
と
一
緒
で
も

話
し
相
手
も
な
く
、
孤
独
な

人
も
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
だ
れ
も
が
年
を
と
っ

⑨ R ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

て
い
く
の
で
す
か
ら
」
と
松

村
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

Y

会
員
の
間
で
は
、
気
の
合

v～
 

-
]
 

っ
た
人
と
旅
行
に
出
掛
け
た

'

り
、
夕
食
の
お
か
ず
を
届
け

v

合
っ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
t

苫
す
。
ま
た
、
し
ば
ら
く
活
動

鴨
"-

3ィ・

鸞
に
顔
を
見
せ
な
い
方
に
は
程

ぐ

4

子
を
伺
い
に
行
く
な
ど
、
人

『

と
人
の
つ
な
が
り
が
大
切
に

ィー

さ
れ
、
鈷
け
合
う
関
係
が
作
t

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

}

-
老
人
ク
ラ
ブ

ぺ，
 

市
内
に
は
48の
老
人
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
約
4
千
人
の
方

ク

が
入
会
、
生
き
が
い
づ
く
り

<

や
健
康
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ

＜

ィ
ア
等
の
社
会
活
動
を
行
っ

<ヽ}
 

て
い
ま
す
。

{
 

入
会
方
法
な
ど
詳
し
く
は

老
人
福
祉
課

（
内
線
235)
へ
8

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
i

『ね
た
き
り
ゼ
ロ
』

を
目
指
し
て

健
康
な
体
を
つ
く
ろ
う
。

病
気
の
早
期
発
見
と
予
防
に
つ
と
め
よ
う
。

事
故
防
止
を
心
が
け
よ
う
。

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
毎
日
を
送
ろ
う
。

一
日
一
回
は
外
へ
で
よ
う
。

友
だ
ち
ゃ
仲
間
を
つ
く
ろ
う
。

社
会
活
動
を
す
す
め
よ
う
。

家
族
の
協
力
で
自
立
に
つ
と
め
よ
う
。

[̀□□
H
ぃ
パ
/
ロ
ロ
廿
」

老
人
ク
ラ
ブ
で

つ
な
が
る
人
と
人 憲
心へや、... ĉ  

B
い

に

8
月
19日
の
午
後

7
時、

「
こ
っ
た
に
演
劇
団
」
の
第
3

回
公
洞
、
宮
沢
賢
治
・
作
『
ど

ん
ぐ
り
と
山
猫
』
（
写
真
右
）

の
開
酒
で
す
。
「
こ
っ
た
に

酒
闊
団
」
は
、
公
民
館
の
高
齢

者
演
劇
講
座
の
卒
業
生
が
旗

楊
け
し
た
も
の
。
平
均
年
齢

65歳
の
日
野
市
で
一
番
「
若

い
」
劇
団
で
、
年
齢
、
性
別
、

経
歴
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

仲
間
で
あ
り
た
い
と
い
う
願

＞
ふ
＂
＼
さ
レ
扇
・
し
｀
しt

ヽ
！
~
シ

'
K

、
'
ヵ
｀

、cc<"..~ -_,. <、つ-,←々噌ベ ペー、4

r敬老の日」つは
健
康
と
生
き
が
い
を
つ
く
る
た
め
、

てq、(4)

「敬老の 8」特集
9
.
]
耳
t
i耳
琵
目
琵
耳
耳
珪
且
琵
自
琵
珪
且
耳
耳
耳
琵
耳
且
耳
耳
且
耳
~
珪
耳
ー
ー
耳
ー

i
i巽
琵
＝
耳
誌
吋

悶

閥
悶

血

血

＝

◎

日

野

◎

＝

血

匹

H

=

 

＝
日
野
市
民
は
、
す
す
ん
で
老
人
を
理
解
し
、
老
人
の
生
き
が
い
あ
る
日
常
生
活
を
保
障
＝i

i

 

＝
 

叩

i

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
老
人
憲
章
を
定
め
る
。

＇

＝
 

悶芯

＝
 

=
―
老
人
は
、
長
く
社
会
に
つ
と
め
た
先
輩
と
し
て
、
ひ
ろ
く
市
民
か
ら
敬
愛
さ
れ
る
。
C

,

i

i

悶

i

i

i

i

 

＝
二
老
人
は
、
家
庭
と
社
会
の
大
切
な
一
晨
と
し
て
、
手
厚
く
遇
さ
れ
る
。

―

――

血血

H
 

＝
三
老
人
は
、
家
庭
と
社
会
か
ら
、
健
康
と
明
る
い
く
ら
し
が
守
ら
れ
る
。

＇
ぷ

'

i

i

血

血

叩

叩

血＝
四
老
人
は
、
経
験
や
能
力
を
社
会
に
役
立
て
る
よ
う
、
そ
の
機
会
が
設
け
ら
れ
る
。

A

-
―

i

i

 

血一

一

五

老

人

は

、

社

会

参

加

の

道

が

開

か

れ

る

。

血

血

＝

＝

 

叩

叫

血

血

鍔

目

耳

且

琵

耳

珪

珪

珪

珪

迂

珪

珪

琵

一

耳

ー

[
-
i

耳
琵
且
琵
珪
珪
琵
註

◄
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
の
デ
ッ
サ
ン
風
景

●
ー
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ー
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な

鼻

4
9
ら

^

-

9

い
を
込
め
て
、
「
こ
っ
た
に
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
高
齢
で
87歳
の
堀
口
さ

ん
は
、
き
の
こ
役
。明
治
40
年

生
ま
れ
の
元
気
な
声
を
響
か

せ
ま
す
。
声
を
出
す
の
は
健

康
に
も
い
い
。
最
も
若
い

50

歳
の
高
橋
さ
ん
も
、
は
つ
ら

っ
と
体
を
動
か
し
、
と
が
っ

た
ど
ん
ぐ
り
を
演
じ
ま
す
。

老
い
も
若
き
も
力
を
合
わ

せ
て
作
る
―
つ
の
舞
台
。
衣

ヽ
'
•
`
＂
し
、
—

e

、
.
＂
r
^
.
`
5

市

老

人

章

市民の皆さ んで長寿をお祝し‘
 

しま しょよっ

網鬱贔人
， 自 Iiiつ 族りはアにが
} 中主公てのだ健ン来出ー1

送 に と 観師せが がりも団装
り‘涸客のん‘—感‘の員·

ヵ央サ民い会け康ケまておま万じは大ーこ若じ演゜が小
公 1館る話でや lしいじし雷

クのよに な 仲 卜 た る い た の る
‘田とんいら技各知道

民ル講うもく間゜ L.__ かち゜拍
古い和‘な人れに人恵具

u 館 座で役 ‘ づ 洞 とらゃ 手はぃ
き氏涸アはまはにをも

tで と す 立家＜劇の見ん
°劃ジ覚す人見出‘

を 者 き 50講はえ 生゚せ、しll
令座出か の場口人

、~,.ぷ云 鼻9，-蓋畠菫代 璽奮え畠

▲ 「ごったに演劇団」全員集合！

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

は
、
こ
と
し
も
様
々
な
講
座

や
映
画
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
交
ダ
ン
ス
、

陶
芸
、
将
棋
な
ど

80以
上
の

自
王
サ
ー
ク
ル
が
、
年
齢
に

関
係
な
く
活
動
中
で
す
。
詳

し
く
は
、
中
央
公
民
館

(
C

8
1
.
7
5
8
0
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ぶ ・自の中集と催 真とまをる記抜明
れ今ぺ主修セ ぶ゚の前右 → す投の録い治現フな□
哀胃汀；；誓臭醤喜；貪t門裔門賃且い
．話にクで 1は学者‘そあとた時個ら正日にづ記き

ヘ。 をよル結 —‘ ー教教のいぶもに人れ•本なくした
ノ、伺る→成文同受養育ー Iきの激のた昭をつりて道
-つも ふさ章講講講委つ←日で動記高和形てがま程
のたのれれ教座者座員゜も野もの録齢を造い‘とや
メの あ゚た室のの
ンは い‘ ←集文 こ 主

ー 会 ＾誌あ時で者生り、ま静め思
写-り代あのき

ヽ
すかるい

゜さ ►
を

ん左 ． : か で 持 ぺ の 歳 ＾ ん か バ
. ~ t' t o ヽ

‘か 心 tt・ •、 . , -

、、［口息員言喜奮向且児し虐体塁塁と‘がや話‘ 齢 しあ伝の
験

；し•’ ものを記録してし、きたしヽ 温現思すわ化いる えをか

重く次

故状 い機た 社←_fこ記ら ← > 

ねるか
『た一り

ぇ せへ育 しにとあ内 と̀ 0うる産ま集あ んか知 C も会し会と書い録 tか時次
え く お 課くつぶりの文ふ文゜こかた中い現 も゚新高案もたと意けこしし
；ヽ だ問＾ はいきま図集き実 と一貴と II在 しそ 齢外少ち言欲る とてみ

らかと ，．

内
土経思

}’、 さい 社て 大す書は 大と でつ重の一→
ヘ線 ム

れの者知なはわ的こがい出汀たい で
；， ぃ己 532=‘ 学 占 館 ‘学→ し増なこをふ まものらく高れ゜とたきて か出 '’
‘へ

L 

< 
f °わッ教詳 こ に 市 ← こ ょえ財と編れ せの文な‘齢な が く た ＜ ぎ ら が ；

}、
力
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い
き
い
き
と
演
じ
な
が
ら
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＼
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激
動
の
時
代
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
方
々

市
内
に

65歳
以
上
の
方
は

1
ガ
6f667
人

内、

85歳
以

t
は

f211人、
lOo歳
以
上
は

6
人

磨
甘
月
桂
且
且
且
且
且
且
且
月
5
且
且
且
3
5
苔
3
月
且
且
甘
3
[
5
月
苔
苔
且
甘
且
昔
3
.
i

邸
こ
と
し
は
記
録
的
な
猛
暑
で
し
た
。「終
戦
の
年
の
夏
．

-
-
も
‘
こ
ん
な
ふ
う
に
暑
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
言
う
高
・

[

i

齢
者
の
女
性
が
い
ま
し
ぢ
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
が
過
．
．

[
[
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
こ
の
よ
う
な
記
[

憶
を
持
っ
て
い
る
高
齢
者
は
、
平
和
な
社
会
に
生
き
る

"

“
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と
言
え
る
の
で
は
〗

~
＂
な
い
で
し
ょ
う
か
。
き
ょ
う
は
「
敬
老
の
日
」

。

多
年
に
[

一
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛
し、

長
"

f

・
一
寿
を
祝
う
国
民
の

祝
日
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
で
お
祝
[
•

"
[
い
し
ま
し
ょ
う
。
広
報
今
号
で
は
、
「
敬
老
の
日
」
の
特
．

~
集
と
し
て
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
邸

・
ご
も
高
齢
者
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

[
身
近
に
迫
っ
た
高
齢
化
社
会
。
老
い
は
近
け
ら
れ
ず
、
．

ぃ
一
だ
れ
に
で
も
く
る
も
の
。
高
齢
者
が
誇
り
を
持
っ
て
、
＂

~
い
き
い
き
と
春
ら
せ
る
社
会
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
＂

[
―
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
広
報
課
）
[

ぷ
”
目
且
”
目
且
且
且
召
i
r

．．．．．．
 
ぇ
甘
荘
月
5
苔
苔
:
:
:
:
苔
召
昔
且
”
召
且
且
”
3
月
5
月
且
甘
苔
3痣

「
日
野
市
老
人
窓
章
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。

日
野
市
は
、
昭
和

57年
1
月

1
日
に
「
老
人
を
敬
い
、
社
会
参

加
を
受
け
入
れ
、
健
康
で
明
る

い
く
ら
し
を
守
る
」
こ
と
を
市

民
の
約
束
と
し
た
、
「
日
野
市
老

人
憲
章
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
よ
い
よ
現
実
と

な
っ
て
き
た
高
齢
化
社
会
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
栢
極
的
に

受
け
止
め
、
豊
か
な
地
域
社
会

を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
、
市
の
老
人
福
祉
鹿
策
の

基
本
姿
勢
と
な
る
も
の
で
す
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
一

人
ひ
と
り
の
参
加
と
協
力
で
成

り
空
つ
地
域
社
会
。
そ
の
中
で
、

現
在
の
社
会
を
築
き
上
げ
て
き

た
、
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と

優
れ
た
知
恵
は
、
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。

今
一
度
「

H
野
市
老
人
憲
箪
」

を
読
み
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

¥'．
,r̀
4,

｀rc.
A
 

◇
市
民
の
約
束
◇

「
老
人
憲
章
」

▲市長の「お祝い訪問」を受ける新田さん

南
「
あ
祝
い
訪
問
L

市
内
に

65歳
以
上
の
高
齢
者

26年
12月
2
日
生
ま
れ
の
満
IOo

は
1
万
6
千
667人

(8
月
31日
歳

。
「
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
も
結

現
在
、
以
下
同
じ
）
い
ら
っ
し
構
多
く
、
若
い
こ
ろ
は
体
も
弱

ゃ
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、

75

か
っ
た
の
に
」
と
長
生
き
が
申

歳
以
上
の
方

5
千
948人
、
85歳
し

訳

な

さ
そ
う
。
2
、
3
年
前

以
上
の
方
千
211
人、

95歳
以
上
ま
で
は
、

家
庭
マ
ー
ジ
ャ
ン
も

の
方
49人、

IOO
歳
以
上
の
方
も
や
っ
て
い
た
ほ
ど
の
お
元
気
。

6
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今

は
テ
レ
ビ
で
時
代
劇
と
ス
ポ

8
月
31日
と

9
月
1
日
の
両
ー
ツ
番
組
を
見
る
の
が
楽
し
み

日
に
分
け
て
、
市
内
の

95歳
以

と

か

。現
在
、

85歳
の
娘
さ
ん
と

上
の
方
を
市
長
ほ
か
が
、

お

祝

の

二
人
蒋
ら
し
。
そ
こ
に
暗
さ

い
訪
問
し
ま
し
た
。

は
少
し
も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

多
摩
平
五
丁
目
に
お
住
ま
い
長
寿
の
秘
け
つ
は
、
心
の
安
ら

の
新
田
コ
ハ
ル
さ
ん
は
、
明
治
ぎ
と
朗
る
さ
の
よ
う
で
し
た
。

遠
i
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叡
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僕鬼忍人

南
平
丘
陵
公
園
で
、
雑
木

林
の
下
草
刈
り
や
草
取
り
、

そ
し
て
木
や
草
花
に
名
札
付

け
な
ど
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
方
に
、
松
本
正
勝
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

松
本
さ
ん
は
、
曲
日
野
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
派
遣
さ
れ
て
来
て
い
る
方

で
、
大
正
6
年
生
ま
れ
の
現

在
77歳
の
喜
寿
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
さ
れ
た
の
は
、
南
平

丘
陵
公
園
が
開
園
し
た
の
と

同
じ
、
平
成
元
年
。
若
い
こ

ろ
か
ら
山
が
好
き
で
、
日
野

自
動
車
工
業
に
勤
務
し
て
い

た
当
時
か
ら
、
北
ア
ル
プ
ス

な
ど
の
山
々
に
出
か
け
て
い

た
の
を
知
っ
て
い
た
知
人
か

ら
、
自
然
の
中
で
の
仕
事
だ

か
ら
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
き

っ
か
け
と
の
こ
と
。
今
で
は

H
元
気
に
働
け
る
こ
と
が

何
よ
り
も
幸
せ
で
す

をの忙のほ日評 で る の 姿 う 秘そ も公
お時し依かの判てすこもはでけん
願期い頼もこでい L. との歩すつなす i‘悶
い に 様 が 個 の ‘ ね と が 占輻゜ は松

し

しお子 多人公毎 い松‘ーも身‘ 本 か
つ散

た 尋゜＜ 宅圏週な本何日広 長 歩 さ り マ
歩

いね今‘かで月仕さよ 元 く］74くん頻に
もし度けらの曜事んり気‘梵このな来
の‘はつの勤と振 ゜のに軽 のと（建じる ＾
で 案 紅 こ 仕 務 火 り 幸働快歩だ康み方
す内葉う事の曜が せけそくその と゚

問＾ 仕技務体約 を会進き通 セ玉
い合詳事能や力 840現 目 つ を が し 高 ン （初
合 81しを的 軽 ・人在的＜図いて 齢 夕日
ゎ．＜提な作能が‘にりりの社者 I野 :‘
せ 8は 供も業力入 60設に ‘充会が 市
く 1‘ しのおに会歳立貢そ実参‘ シ ．
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►
見
晴
ら
し
の
良
い
大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

～この秋も日野市「海の家」事業で～

日
野
市
の

「
佐
渡

・
両
津
海
の
家
」
事
業
と
、「
氾
津
泥
の
家
」
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
佐
渡
が
島
両
津
市
内
と
沼
津
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の

一
部

を
割
り
引
く
も
の
で
、
年
問
を
通
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
報
今
号
で
は
、
佐
渡
が
島
と
氾
津
の
魅
力
の
一
部
と
事
業
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

と
れ
た
て
の
味
ガ
と
っ
さ
り
・
佐
渡

秋
の
佐
渡
は
味
覚
の
宝
庫
。
島

中
が
海
や
山
の
幸
で
あ
ふ
れ
ま

す
。
海
の
代
表
的
な
秋
の
味
は
エ

ビ
と
カ
ニ
。
取
れ
た
て
の
オ
ニ
エ

ビ
、
ボ
タ
ン
エ
ビ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
等

が
味
わ
え
ま
す
。
山
に
は
キ
ノ
コ

類
も
豊
富
で
、
特
に
マ
ッ
タ
ケ
は

味
・
香
り
共
良
質
。
ま
た
、
佐
渡
の

代
表
的
な
特
産
で
あ
る
お
け
さ
柿

（か
き
）
は
種
が
な
く
、
甘
味
の
多

さ
が
自
慢
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
紅
葉
で
真
っ
赤
に

染
ま
る
「
ど
ん
で
ん
山
」
や
荒
削
り

の
断
崖
（
が
い
）が
絶
景
の
「
尖
閣

▲若山牧水の墓

旅と自然を愛した i 
「酒仙」 ・牧水の歌碑 ； 

幾山河

こえさりゆかは‘ i 
寂しさのはてなむ國ぞ i 
けふも旅ゆく i 
................................................ 

廃
棄
物

湾
」
、
徳
川
300年
の
財
政
を
支
え
た

「
佐
渡
金
山
」
等
全
国
で
も
有
数
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
佐
渡
の
秋
を

た
ん
能
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
佐
渡
は
能
を
始
め
と
し

て
、
伝
統
芸
能
が
多
彩
で
す
。

「
文
化
の
秋
」、
「
食
欲
の
秋
」を

佐
渡
で
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

八
主
な
イ
ベ
ン
ト
＞

資
源
物

八
主
な
イ
ベ
ン
ト
＞

出
し
方
ひ
と
つ
で 魚

貝
類
が
入
っ
て
き
ま
す
。

沼
津
．．． 

9
月
23日
1
1
0
月
16日
／

御
用
邸
記
念
公
園
を
舞
台
に
個
性

を
生
か
し
た
空
間
の
演
出
ほ
か

＠
菊
ま
つ
り
・
・
・

11月
3
日
1
1
5日

＠
オ
レ
ン
ジ
サ
ー
カ
ス
田
・
・
・
11月

26日
1
1
2月
25日
／
氾
津
の
特
産

ミ
カ
ン
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
荒
牧
康
之
…
さ
つ
き
会

▽
黒
川
泰
介
・
・
・
平
山

一
丁
目

▽
吉
田
夏
生
：・
京
王
平
山
住
宅
平

山
二
丁
目

▽
片
胴
隆
敏
…
京
王
平
山
住
宅
平

山
三
丁
目

▽
鈴
木
ケ
イ
了
…
川
南
第
一

▽
岩
本
房
子
…
川
南
第
二

▽
杉
山
紀
子
…
久
保
山

▽
野
中
浩
行
・
・
・
北
村

▽
中
村
勝
雄
…
東
喜
多
村

▽
杉
山
芳
郎
…
中
村

▽
大
沢
進
…
下
村

▽
加
藤
正
芳
・
・
・
南
平
都
営
住
宅

▽
鈴
木
良
夫
…
田
中
六
丁
目

▽
伊
藤
秀
久
…
田
中
七
丁
目

▽
平
駒
吉
…
南
平
八
丁
目

▽
喜
文
字
勉
…
田
中
九
丁
目

▽
藤
原
賢
助
…
日
鉱
住
宅
地

▽
高
松
町
子
・
・
・
南
平
仲
通
り

▽
谷
本
察
代
子
…
南
平
台

▽
黒
崎
和
夫
…
ほ
ほ
え
み
公
園

▽
野
澤
一
弘
：
松
ヶ
丘

▽
有
路
忠
…
南
平
中

利
用
の
方
は
両
津
市
観
光
協
会

へ
、
沼
津
海
の
家
事
業
を
ご
利
用

の
方
は
沼
津
観
光
協
会
へ
直
接
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

屯
市
内
事
業
所
の
福
利
厚
生
活
動

で
利
用
の
場
合

各
事
業
所
の
福
利
厚
生
担
当
課

等
で
「
日
野
市
佐
渡
・
両
津
海
の
家

利
用
在
勁
者
証
明
書
」
ま
た
は
「
日

野
市
沼
津
海
の
家
利
用
在
勤
者
証

明
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
在

勤
の
証
明
を
受
け
各
観
光
協
会
へ

直
接
電
話
で
申
し
込
み
を
（
証
明

書
は
利
用
の
際
に
持
参
を
）
。
在
勤

者
証
明
書
の
様
式
が
な
い
事
業
所

の
方
は
、
生
活
課
に
こ
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
み
先
1
1
両
津
市
観
光
協
会

(
6
0
2
5
9
.
2
3
.
3
3
0
0
)
 

／
沼
津
観
光
協
会
（
C
o
5
5
9

.
6
3
.
3
2
2
8
)
 

▽
問
合
せ
先
1
1
生
活
課

(681.

4
1
1
2
)
 

宿
泊
料
＋

500円
で
取
れ
た
て
の
エ

ビ
・
カ
ニ
の
料
理
が
味
わ
え
ま
す

※
両
津
市
東
海
岸
民
宿
宿
泊
者
の

＠
牧
水
祭
…
10月
16日
／
沼
津
千

＠
両
津
港
味
海
道
キ
ャ
ン
ペ
—
ン
本
翫
を
愛
し
た
若
山
牧
水
を
し
の

…
11月
10
日
1
平
成
7
年
3
月
28
ん
だ
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト

旦
年
末
年
始
を
除
く
）
／
両
津
市
＠
ぬ
ま
づ
．
蓉
舞
台
ジ
ャ
パ
ン
ア

東
海
岸
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
同
一
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・

料
金
で
宿
泊
で
き
、
エ
ビ
・
カ
ニ
が

味

わ

え

ま

す

※

千

円

追

加

で

カ

ニ

吉

手

業

の

内

容

と

申

込

方

法

食
べ
放
題

9ドン
デ
ン
紅
葉
祭
・
・
・
10月
16日
事

業

内

容

ー

人

1
泊
当
た
り
引
）

C

宿
泊
日
数
に
制
限
は
あ
り
ま

＠
竜
王
エ
ビ
・
カ
ニ
ま
つ
り
・
・
・
1

0

2

千
円
を
割
引
せ
ん
。

月
16日
唖

宿

油

施

設

の

紹

介

屯

予

約

金

が

必

要

で

す

＠
佐
渡
芸
能
と
味
覚
フ
ェ
ア
・
・
11

人
数
、
場
所
、
予
算
な
ど
利
用
さ
甲
し
込
み
に
は
、
予
約
金
が
必

＠
東
海
岸
エ
ピ
・
カ
ニ
サ
—
ビ
ス
月5
日
・

1
2日
／
多
彩
な
芸
能
を
れ
る
方
の
希
望
に
合
わ
せ
て
‘
沼
津
要
で
す
（
沼
津
市
内
の
一
部
宿
泊

テ
ー
…
10月
10日
1
1
2月
24日
／

一

堂

に

公

開

ま

た

は

両

津

そ

れ

ぞ

れ

の

観

光

協

施

設

を

除

く

）

。
両
津
、
沼
津
そ
れ

会
が
、
宿
泊
施
設
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
ぞ
れ
の
観
光
協
会
の
指
示
に
従
っ

史

跡

巡

り

に

文

学

散

歩

・

沼

津

醤

な

ど

）
を
紹
介
し
ま
す
。

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
直
接

唖
宿
泊
費
の
割
引

に
ぎ
や
か
な
夏
が
過
ぎ
、
静
け
ま
た
、

47
キ
ロ
店
の
海
岸
線
を
持
利
用
宿
泊
施
設
で
料
金
を
支
払

さ
が
戻
っ
た
沼
津
の
秋
は
文
学
・
つ
沼
津
は
水
産
業
が
盛
ん
で
す
。

う
際
に
、

1
人
l
泊
2
千

円

を

割

観

光

協

会

へ

歴
史
探
訪
に
最
適
で
す
。

日
本
一
の
生
産
高
を
誇
る
干
物
の
り
引
き
ま
す

（
子
供
料
金
が
4
千
唖
市
民
が
利
用
の
場
合

風
光
明
美
、
気
候
温
暖
な
土
地
ほ
か
、

沼
津
港
に
は
毎
日
新
鮮
な
円
を
超
え
る
場
合
は
同
額
の
割
佐
渡
・
両
津
海
の
家
事
業
を
こ

が
ら
も
あ
っ
て
、
沼
津
に
は
多
く
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▽
平
富
男
・
・
南
平
下

▽
早
川
武
彦
…
南
平
向
島

の
文
人
墨
客
（
ほ
っ
か
く
）

が

紹

介

し

ま

す

あ

な

た

の

地

域

の

訪
れ
、
数
多
く
の
文
学
碑
や
文
学

▽
岩
井
政
雄
・
・
・
南
平
松
風

冒
鱈
汀
い
〖
廃
棄
物
減
屈
等
推
進
員V

V[m
[
子
鹿
[
[
い

館
」
等
は
、
遠
い
昔
の
鼓
動
と
永
遠

の
感
性
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
本
紙
9
月

1
日

号

に

引

き

続

推

進
貴
は
次
の
方
々
で
す

（

敬

▽

平
贅一―
-
：
．
ひ
ば
り
ケ
丘

す
。
そ
の
ほ
か

「御
用
邸
記
念
公
き
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
を
紹
称
略
。
紹
介
は
自
治
会
名
簿
順
）
。

▽

大

河
原
貞
子
・
・
・
南
川
辺

園
」
、
「
千
本
浜
公
園
」
等
沼
津
に
は
介
し
ま
す
。
こ
み
減
量
、
リ
サ
イ
屯
推
進
員
氏
名
・
自
治
会
名

▽
海
装
ま
り
子
・
・
・
新
川
辺

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
エ
リ
ア
が
ク
ル
に

一
層
の
こ
協
力
を
お
願

い

▽
川
上
博
史
…
豊
田
第
一

▽
大
熊
長
治
・
・
・
い
ず
み

▽
因

久

夫

…

富

士

見

台

▽

成

井

英

徳

…

川

辺

堀

之

内

数
多
く
あ
り
ま
す
。
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▽
井
上
真
砂
一
・
・
・
程
久
保
第
一

り

開

い

て

乾

か

し

て

か

ら

し

っ

か

▽

士

田

英

太

郎

・

・

・

程

久

保

第

一

―

―

▽
三
島
鐵
太
郎
・
：
高
幡
不
動
ラ
イ

_

可

に

ア

ル

ミ

コ

ー

テ

ィ

ン

ク

し

た

酒

リ
サ
イ
ク
ル
課
で
は
、

10月
か
ト
レ
ー
、
電
池
な
ど
）が
出
さ
れ
る
色
、
茶
、

黒
、
青
・

緑
）
に
分
け
の
パ
ッ
ク
、
茶
色
の
牛
乳
パ
ッ
ク

▽
曽
木
忠
文
…
下
程
久
保

ら
資
源
物
分
別
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
て
出
し
ま
す
。
生
き
び
ん
は
な
る
は
出
せ
ま
せ
ん

▽
吉
村
興
二
郎
・
・
・
長
銀
住
宅

ン
を
、
新
た
に
87カ
所
程
度
設
置
ン
に
は
指
定
品
目
以
外
は
出
せ
ま
べ
く
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
＠
段
ボ
ー
ル
は
平
た
＜
延
ば
し
、

▽
阿
部
充
枝
…
＿
―
-
井
台

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
せ
ん
。ま

た

、

資

源

物

を

出

す

時

は

い

ま

し

ょ

う

あ

ま

り

大

き

く

な

ら

な

い

よ

う

に

▽
鈴
木
富
美
子
・
・
・
武
蔵
野
台

域
は
多
摩
平
、
東
平
山
、
西
平
山
、
次
の
要
領
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

＠
新
聞
、
雑
誌
は
そ
れ
ぞ
れ
十
文
し
て
、
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
長
谷
川
周
蔵
・
・
・
第
二
武
蔵
野
台

豊
田
、
東
豊
田
、
旭
が
丘
、
神
明
、
大
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

字

に

結

ん

で

出

し

ま

し

ょ

う

＠

布

類

は

、

紙

袋

や

ビ

ニ

ー

ル

袋

第

一

坂
上
な
ど
で
、
主
に
公
園
、
地
区
広

＾
資
源
物
の
出
し
方
＞

＠
チ
ラ
シ
は
新
聞
と
一
緒
に
、
包
に
入
れ
て
出
し
ま
す
。
ベ

ル

ト

、

※

本

紙

9
月
1
日
号
で
紹
介
し
た

場
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
の
＠
び
ん
、
缶
は
、
中
に
飲
み
残
し
装
紙
や
菓
子
箱
、
包
装
の
し
ん
や
布
団
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
敷
物
類
は
推
進
員
の
方
の
う
ち
、
い
ず
み
ハ

用

地

を

利

用

す

る

考

え

で

す

。

や

た

ば

こ

の

吸

い

殻

が

な

い

よ

う

ク

ッ

シ

ョ

ン

に

使

わ

れ

た

厚

紙

な

出

せ

ま

せ

ん

イ

ツ

豊

田

管

理

組

合

の

推

進

員

は

既
に
分
別
収
集
を
始
め
て
い
る
に
、
ゆ
す
い
で
出
し
ま
し
ょ
う
ど
は
、
雑
誌
と

一
緒

に

束

ね

て

出

（

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

高

矯

満

さ

ん

、

豊

田

北

組

西

自

治

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

で

は

、

地

域

の

皆

＠

び

ん

は

生

き

ぴ

ん

（

ビ

ー

ル

び

し

て

く

だ

さ

い

リ

サ

イ

ク

ル

課

）

会

は
森
久
保
弘
さ
ん
で
す
の
で
訂

さ
ん
の
協
力
も
あ
っ
て
、
回
収
量

ん

、

一

升

び

ん

）

と

、

色

別

（

無

＠

牛

乳

パ

ッ

ク

は

よ

く

洗

い

、

切

正

し

ま

す

。

も

順

調

に

増

え

て

い

ま

す

が

、

最

▽

問

合

せ

先

1
1
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

近

、

資

源

と

し

て

収

集

し

て

い

な

ー

リ

サ

イ

ク

ル

課

(
6
8
1
.
0
4

い
も
の

（布
団
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

-I 
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ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
▽
会
場
1
1
日
野
中
央
公
園
、
市
民

▽
日
程
・
会
場
・
内
容
1
1
別
表
の
会
館

と

お

り

▽

内

容

1
1
＾
屋
台
村
＞
世
界
の
各

▽
時
間
1
1
午
後
1
時
30分
1
3時
国
料
理
に
挑
戦
：
・

1
日
正
午
ー
午

30
分

後

8
時
と

2
日
午
前
10時
＼
午
後

▽
対
象
1
1
市
内
在
住
・
在
勁
の
6
0
3
時
に
日
野
中
央
公
園
で

歳
以
上
の
方

八
野
外
ラ
イ
ブ
＞
ロ
ッ
ク
か
ら
お

▽
参
加
方
法
1
1
直
接
会
場
へ
お
超
囃
子
（
は
や
し
）
ま
で
様
々
な
音

し

く

だ

さ

い

楽

…

1
日
午
後
1
時
1
8時
と
2

▽
問
合
せ
先
1
1
社
会
教
育
課
6
内
日
午
前
10時
ー
午
後
3
時
30分
に

綜

533

日
野
中
央
公
園
で

＾
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＞
手
作
り

品
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
の
楽
し

青
年
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

10
い
バ
ザ
ー
ル
…

1
日
午
後
1
時
1

月
1
日・

2
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

5
時
と
2
日
午
前
10時
ー
午
後
4

こ
と
し
は

「こ
こ
が
G
R
0
0
時
に
日
野
中
央
公
園
で

V
Yな
地
球
市
場
」
を
キ
ャ
ッ
チ
＾
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＞

フ
レ
ー
ズ
に
、
若
者
た
ち
が
力
を
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ブ
ー
ケ
を
作
っ
て
み

合
わ
せ
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
せ
ん
か
…

1
日
午
後
1
時
30分

屋
台
村
、
野
外
ラ
イ
ブ
、
フ
ラ
ー

3
時
30分
に
市
民
会
館
小
ホ
ー

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
楽
し
ル
で
※
定
貝
30人

い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

八

コ
ミ
の
オ
ブ
ジ
ェ
＞
巨
大
オ
ブ

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
ジ
ェ
が
日
野
市
に
出
現
・
・
・

1
日
・

▽
日
程
1110月
1
日
・

2
日

2
日
に
日
野
中
央
公
園
で

多

▽
定
員

11先
着
300人
（
入
場
無
料
）

▼

初

心

者

パ

ソ

コ

ン

教

室

▽

内

容

11手
打
ち
う
ど
ん
、
か
ま
だ
け
の
参
加
も
可
）
※
申
込
多
数

＊
講
座

「カ
ウ
ン
セ
リ
ン
ク
か
ら
▽
日
時

1110月
7
日
1
1
1
月
4
日

ぼ

こ

の

飾

り

切

り

な

ど

の

場

合

■

.
D

学
ぶ
」
ー
自
己
理
解
と
他
者
理
解
の
毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
ー
9
時

▽

講

師
1
1
槌
口
直
子
氏
（
二
中
教
を
優
先

s
9
[
7
□9口
喜1

1
ロ
〗
[
[
直
冑

[
1
[
[

〗
[
[
[

▽
内
容

11
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

の

I`I
中

央

公

民

館

を

学

ぶ

＊
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン

10月
例
会
と
は
、
人
問
観
と
対
人
関
係
、
家
学
者
※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
七

「
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
ー
春
の
海
ー
」
族
の
発
達
過
程
ほ
か
生
中
地
区
の
方
を
優
先

▽
日
時

1110月
1
日
午
後

2
時
か
▽
講
師

11野
末
武
義
氏
（
臨
床
心
▽
定
員

1120人

ら

理

土

・

立

教

大

学

学

生

相

談

所

力

▽

費

用

11
500円
（資
料
代
）

▽
会
場

11七
生
公
会
堂

ウ

ン

セ

ラ

ー

）

▼

料

理

教

室

ー

秋

の

味

覚

を

添

え

▽
内
容

11春
の
海
（
宮
城
道
雄
作
）
▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
者

20
て
ー
わ
が
家
の
手
打
ち
う
ど
ん

i

／
松
竹
梅
（
三
橘
勾
当
作
）

人

※

前
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
▽
日
時

1110月
8
日
午
前
10時
ー

▽
出
演
11
松

井

美

千

子

氏

（

竿

．

を

優

先

正

午

三
弦
・

17弦
）
、
田
辺
頌
山
氏
（
尺
＊
あ
な
た
の
お
近
く
へ
I
．
移
動
公
▽
会
場
1
1

二
中
※
車
で
の
来
場
は

八
）
、
平
野
裕
子
氏
（
箪
．
＿
―-

弦

）

民

館

こ

遠

慮

く

だ

さ

い

[— 
一

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、
「
日
野

の
中
世
城
館
を
探
る
」
を
テ
ー
マ

に
第
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
次
の
と
お

り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
市
内
に
点
在
し
て
い

る
中
世
城
館
に
つ
い
て
の
講
義
を

聞
い
た
り
、
縄
張
図
（
な
わ
ば
り

ず
）
を
片
手
に
講
師
と
一
緒
に
実

地
踏
査
を
し
て
、
日
野
の
歴
史
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容

11別
表
の
と
お
り

▽
会
場
11
ふ
る
さ
と
博
物
館
ほ
か

▽
講
師
1
1
峰
岸
純
夫
氏
（
中
央
大

学
教
授
）

／
西
股
総
生
氏
（
三
鷹

市
遺
跡
調
査
会
主
任
調
査
員）

／

小
林
和
男
氏
（
日
野
史
談
会
会
晨
）

ことぶき大学後期日程表

文楽と歌舞伎
の楽しみ方

元国立劇場能楽堂主幹

鷲尾星児氏

七生公会堂

市民会館
小ホール

すぐに役立つ

おもしろ心理学①

山梨医科大学医学部助毅授

渋谷昌三氏
七生公会堂

すぐに役立つ

おもしろ心理学②

山梨医科大学医学部助教授

渋谷昌三氏
七生公会堂

野外教室（現地集合・解散）
～日野自動車工業工場見学（トラックの組み立てライン）～

60歳からの幸福
つきあい学

楽しさいつばい

福祉評論家吉沢

庁年~ I 

フェスティバル
日野中央公園などで

勲氏

日本精神病院協会名誉会長

斉藤茂太氏

市民会館
小ホール

市民会館
小ホール

平
成

6
年
度
後
期
の
「
こ
と
ぶ

き
大
学
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

こ
と
ぶ
き
大
学
は
、

60歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
教
養
講
座
で

す
。
幅
広
い
内
容
の
講
座
や
野
外

教
室
を
設
け
て
い
ま
す
。

日野市域の武士たちと城館
（講義）

高幡不動と高幡城
（実地踏査）

旧日野本郷と日奉氏館
（実地踏査）

しんじひじ

幻の真慈悲寺と百草城
（講装と実地踏査）

[>時間＝午後 1時-4時

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
・

問
合
せ
先

11中
央
公
民
館

(681

•7580) 

ふ
る
さ
と
博
物
館
講
座

5者

”
B
野
の
中
世
城
館
を
探
る
“
i

／
宮
田
太
郎
氏
（
た
ま
古
道
帥
人

会
主
宰
）

平山城を考える
（実地踏査）

＾
ミ―

-
F
M扇
＞
あ
な
た
の
声
が

電
波
に
の
っ
て
…

1
日
・

2
日
に

日
野
中
央
公
園
で

◎
野
外
ラ
イ
プ
出
場
者
募
集
…
内

山

(
6
8
4
.
6
0
7
1
)
へ
問
い

合
わ
せ
を

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
団
体

募
集
・
・
・
あ
い
あ
む
（

6
8
6
.
8
3

8
3
)
へ
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
▽
問
合
せ
先
11
社
会
教

育
課
6
内
線
534

•
♦

．
,
．
 

自

然

観

察

会

を

開

催

初
秋
の
草
花
等
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

今
月
の
観
察
会
の
テ
ー
マ
は
、

「
ツ
リ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
初
秋

の
草
花
を
訪
ね
る
」
で
す
。

午
前
中
に
南
平
丘
陵
公
園
で
ツ

案内図

京王線

幡

▽
対
象
1
1
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
で
、
す
べ
て
の
回
に
参
加
で

き
る
方

▽
定
員

1130人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み

11
電
話
で
ふ
る
さ
と
博

物
館

(
6
8
3
.
5
1
0
0）へ

荏
と

1
1
月
5
h
1
1
月
[
i
1
1
~
月
＂
＂
＂
”
月
1
1

日
1
-
i
1
1
月
5
1
1
”
月
1
1
”
”
さ
＂
＂――

 

『

30分
1
4時

――
 

＝

高

年

齢

者

を

対

象

に

▽

会

場

11
八
王
子
労
政
会
館

g

出
就
職
相
談
＠
ワ
ー
ク
チ
ャ
ン
ス
フ
ェ
ア
叫
~
i

＝

会

等

を

開

催

就

職

相

談

会

―

―

――
 

▽
日
時

1110月
28日
午
後
1
時
＝――

 

-l
 i

~

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王
子
（
八14

時

叩

i

-l
 

一一王
子
公
共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
▽
会
場
1
1
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
出

（
雨
天
実
施

）

出

高
年
齢
者
の
一雇
用
の
確
保
に
こ
ル

――
 

▽
コ
ー
ス
1
1

南
平
丘
陵
公
園
ー
多
g
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
：
·
…
…
；
•
…
…
…
…
…
…
-
＿

摩
テ
ッ
ク
裏
ー
平
山
城
址
公
園
ー
―
ー
に
、
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。
以
下
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
＝

平

山

城

址

公

園

駅

i

i

気

軽

に

こ

参

加

く

だ

さ

い

。

先

11
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王
子
専
―
―

――
 

――
 

リ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
▽
解
説
者
1
1
播
本
正
常
氏
、
石
田
＂
＂
＠
就
職
百
人
会
門
援
助
第

一部
門
(
f
t
0
4
2
~
~

出

後
、
午
後
は
東
京
都
み
ど
り
の
推賓
氏
、
杉
浦
忠
機
氏
（
東
京
都
み
＂
“
▽
日
時

1
1
1
0
月
7

日
午
後1
時

6
.
2
2
.
8
6
0
9
)
~
~

――
 

進
委
員
日
野
地
区
会
と
の
共
催
で
、
ど
り
の
推
進
貴
）
狸
月
1
1
1
月
1
1日
目
1
1
月
i
i
I
I
t
月
1
1
且
E
I
I琵
i

_
目
iillEH"11}・

.
1
 ....... 

：._ ．． ー・・・・ー
．．
 

i
_・
-:i―... 

i
l
:里

_
.
g
.. l
:
i
i
 ..... 
i
 

初
秋
の
草
花
を
観
察
し
な
が
ら
平
▽
持
ち
物
11
弁
当
、
筆
記
用
具
、
＂
ー
，

．．．．．．． 
ー＇
．．．．．．． 
ー＇
．．．．．．． 
ー
'•••••• 

i
!
,
 ．．．．
 
ー＇
．．．．．．． 
ー＇
．．．．．．． 
ー＇
．．．．．．． 
ー
'••••••• 

1
・

山

城

址

公

園

ま

で

散

策

し

ま

す

。

雨

具

一

一

日

本

陸

水

学

会

で

は

、

第

59
定
し
た
結
果
を
パ
ネ
ル
で
展
示

i
i

――
 

醤
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
▽
参
加
方
法
1
1
直
接
集
合
場
所
へ

i

i

回
大
会
の
期
間
中
、
会
場
内
に
し
ま
す
。
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
g

▽
日
時

1
1
9月
25日
午
前

10時
に

（

当

日

自

由

参

加

）

―

-

市

民

参

加

コ

ー

ナ

ー

を

さ

い

。

＿＿
 

南
平
丘
陵
公
園
管
理
棟
集
合
、
午
▽
問
合
せ
先

11公
園
緑
政
課

6
内
―
―
設
け
、
「
市
民
が
で
き
る

l

/
．
▽
日
時

1
1
9月
20日
午

i

i

ヽ

ナ

ヵ

後

1
時
ー
5
時
／
21日：`

—
ん

叩
云
祖
境
測
定
」
を
行
い
ま

後
3
時
に
平
山
城
址
公
園
駅
解
散
線
362

出
す
。
測
定

コ

ー

ナ

ー

に

コ

せ

午

前

9
時
30分
ー
午
後
―
―

――
 i

i

 

出

＿
―
簡
易
測
定
用
の
試
薬
が
会
加
ま

5
時

＝
あ
り
ま
す
の
で
、

家
の

学

参

し

▽

会

場

11
都
立
大
学――

七
生
丘
陵
散
策
コ
ー
ス
を

＿
＿
近
く
に
降
っ
た
雨
を
持
水
民
定
（
璽
相
模
原
線
南
大
i
i

沢
駅
徒
歩

5
分

）

―

―

一
部
変
更
し
ま
す

~
i

陸
市
測

a
っ

て

き

て

測

定

し

て

み

本

境

日

環

▽

問

合

せ

先

11東
京
農
―
―

=
 

市
で
は
皆
さ
ん
が
緑
に
親
し
み
、
が
、
明
星
大
学
構
内
を
通
過
し
て
出
ま
せ
ん
か
。

工
大
学
農
学
部
環
境
資
＝

叩

i

そ
の
体
験
を
通
し
て
、
自
然
環
境
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
な
お
、
展
示
コ
ー
ナ

l-

――
 

の
保
全
意
識
を
養
っ
て
い
た
だ
け
の
部
分
を
廃
止
し
、
コ
ー
ス
案
内
＝
ー
で
、
浅
川
等
の
同
川
水
や
多
原
科
土
壌
水
界
環
境
学
講
座

――
 

る
よ
う
に
、
散
策
コ
ー
ス
を
設
隧
図
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
一
一
摩
地
区
に
降
る
雨
の
水
質
を
測

(
f
t
o
4
2
3
•
3
4
.
6
9
0
6
)

し
て
い
ま
す。

こ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
l
i
”
~
R
"
＂
g
i
"
月
t
"
_
g
i
i

ー1
1
月
i
i
l
月
1
1
五
~
i
t
1
1

且
~
~
1
1
且
”
"
"
t
t
.

昔

[
I
I
且
R
I
I
且
H
I
I
"
”
五
~
1
1
~
五
i
註
"
"
3
月
1
1
5
月
1
1
3
月
1
1

且

”
5
1
1
g

――
 

七
生
丘
陵
散
策
コ
ー
ス
は
、
百
ま
す
。

r
出

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に

i
~

草
大
宮
神
社
か
ら
京
王
線
平
山
城
▽
問
合
せ
先
11
公
園
緑
政
課
6
内

i

i

址
公
園
駅
ま
で
の
約
9
名

で

す

線

3

6

2

-

―

_

―

―

ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

i

i――
 

――
 出

g
 

――
 

＝
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
▽
費
用
1
1
無
科

~
~
 

g
を
対
象
に
、
自
立
促
進
ワ
ー
プ
※
機
種
は
東
芝
J
W
o
lで
す
。

f

i

"
」
]
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
▽
申
込
方
法

1110月
10日
ま
で

i
i

-＿
 ＿

＿
し
ま
す
。

に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
＝

＝
▽
日
時
1111
月
5
日
1
1
2月
1
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
野
―
―~

~
 

＝
日
の
毎
週
木
暉
・
士
曜
日
午
後
市
役
所
社
会
福
祉
課
母
子
相
談

~
i

――
 

iご
0

時
3
0分
ー
8

時
3
0分
（
全8

員

(〒
1
9
1
日
野
市
神
明1
の
1
2
~
~

―

―

回

）

の

1
)
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
―
―

i

i

▽
会
場

11中
央
公
民
館
は
抽
選
。
結
果
は
後
日
通
知
し
―
―~

~
 

ロこ
v
対
象

11市
内

の

ひ

と

り

親

家

ま

す

―

―

▽
問
合
せ
先
11
社
会
福
祉
課
ft
出――

 

＿
一
庭
の
お
母
さ
ん

~
~
 

~
二＞
定
員
1
1
2
0
人
内
線

2
2
7

J
 .
.
 I
I
i
~
E
5
1
1
~
5
1
1
五
五
＂
＂
＂
E
且
＂
＂
＂
且
~
-
“
"
＂
”
~
1
五
』

――
 

コース案内図

第二武土匹ム

一新コース

ご二］廃止コース

◎まか 晨
審しれ
議た‘

全平
定成 ',・ 

事 ゜次例
項 の会晶

議が度r 教育委員会

員ピす日 報言十校▽ ◎ 事▽
゜ 午 次 告 表 児平報に教
後 回 が に 童 成 告 つ 育
2のあつ ‘6事い委
時 定 り い 生 年 項 て 届
マダI］まて徒度 会
に ム
開＝ し ‘ 学 公 事

はたほ級立 務
催、か数小 局
予 10 2将・ 職
定月 件来中 同 貴
で 13 の推学 意人

（学
校
教
育
部
庶
務
課
）

地
区
セ
ン
タ
ー
・
地
区
広
場

使
用
は
マ
ナ
ー
よ
く

生
活
課
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（
 

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

女
中
学
校
体
育
施
設
開
放

▽
日
時
1110月
13日
午
前
9
時
i

10
月
分
利
用
抽
選
会

午
後

5
時
▽
会
場

11旭
が
丘
中
央

▽
日
時

11
9
月
20日
①
体
育
館
…

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用
11
200

午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3
円
▽
申
込
み
先
11体
育
課

6
内
線

時
③
校
庭
…

4
時
④
ナ
イ
タ

1
5
4
2
▽
問
合
せ
先
11花
岡

(
6
8
4
.

（
一中、

二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

1
1
2
6夜
間
）

四
中
）
…

6
時
▽
会
場
11市
役
所

5
階

505会
議
室
▽
資
格
11
各
登
録

＊
硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

団
体
の
構
成
貴
で
団
体
証
を
持
参

▽
日
時

1110月
1
6
日
午
後
1
時
ー

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

3
時
▽
会
場

11日
野
高
校
テ
ニ
ス

先
11体
育
課
6
内
線
542

コ
ー
ト
▽
定
貴
11先
着
12人
▽
費

用

500円
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
II

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
秋
季
個
人
戦

浅
田

(6
0
4
2
6
.
46
.
0
7

▽
日
時

1
1
9月
25日
午
前
9
時
i

6

3
)

午
後

5
時
※
予
備
日
10月
1
6
日
▽

会
場

11多
摩
平
中
央
公
園
テ
ニ
ス
玄
母
と
子
の
体
操
教
室

コ
ー
ト
▽
種
目
11
一
般
男
子

・
女

▽
日
時

1110月
18日
ー

11月
22日

子

1
部

・
2
部
／
壮
年
▽
費
用
11
の
毎
週
火
曜
日
午
後

1
時
30分
i

1
チ
ー
ム
千
円
▽
申
込
み
1122日

3
時
30分
（
全
6
回）

▽
会
場

11

ま
で
に
体
育
課

(
6
内
線
542)
へ
南
平
体
育
館
▽
内
容
11隙
唱
、
リ

▽
問
合
せ
先
11阿
部

(6
81
.
4

ズ
ム
遊
び
な
ど
▽
対
象
1
1
3、
4

8
7
0夜
間

）

歳

の

未

就

園

児

と

母

親

▽

定

貴

II

35組
▽
費
用
11保
険
料
200円
▽
申

込
み
先
11体
育
課
6
内
線

541

女
中
国
医
療
体
操
教
室

▽
日
時
1
1
9月
28日
1
1
0月
26日

の
毎
週
水
曜
日
午
後

2
時
1
4時

（全

5
回
）
▽
会
場
11日
野
第
七

小
学
校
体
育
館
▽
対
象

11市
内
在

住
・
在
勤
者

50人
▽
費
用
11保
険

料
lOo
円
▽
申
込
み
先
11体
育
課

C

内
線
542

女
リ
ズ
ム
体
操
教
室

▽
日
時

1
1
9月
30日
ー
10月
28日

の
毎
週
金
曜
日
午
後

6
時
30分
i

8
時
（
全

5
回）

▽
会
場
11
日
野

第
四
中
学
校
▽
対
象
1
1
1
6
歳
以
上

腿
靡
髄
椒
枷
翁
御
枷
領
）

*
5
館

合

同

観

劇

会

ら

無
料
チ
ケ
ッ
ト
配
布
▽
問
合

▽
日
時
1110月
13日
午
前
の
部
せ
先
11
あ
さ
ひ
が
お
か
鬼
童
館

…
午
前
10時
50分
ー
正
午
／
午

(6
83
.
4
3
4
6
)
／
も
ぐ

後
の
部
・
・・午
後
2
時
1
3時
10
さ
だ
い
児
童
館

(C
9
1
.
7
0

分
▽
会
場
11市
民
会
館
▽
内
容

0
1
)／
ひ
ら
や
ま
児
童
館

(C

11人
形
劇

「
サ
ル
と
カ
ニ
」

▽

92
.
6
8
1
1
)
／
み
さ
わ
児

対
象
11幼
児
と
親
、
小
学
校
低

菫
館

(C
9
1
.
3
4
5
6
)
／
ひ

学
年
▽
申
込
み
1
1
9月
1
6
日
か
の
児
童
館

(6
81
.
7
6
7
5
)

象
スポ°--ッ

の
女
性

50人
▽
費
用
11保
険
料

100

円
▽
申
込
み
先
1
1
体
育
課

C
内
線

2
 

4
 

5
 

食
市
民
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
程
11
10月
23日
か
ら
毎
週
日

曜
日
、
祝
日
▽
会
場
11多
摩
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
▽
種
目
1
1
一
般
男

子

(1
部
・

2
部
）

・
女
子
・
中

学
生
の
各
部
▽
費
用
1
1
1チ
ー
ム

4
千
円
（
中
学
生
の
部
は
無
料
）

▼
監
督
・
主
将
会
議
▽
10月
2
日

午
後

7
時
か
ら
市
役
所

5
階
505会

議
室
で
※
申
込
書
と
費
用
を
持
参

▽
問
合
せ
先
11体
育
課
C
内
線
542

女
市
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

▽
日
時

1110月
30日
午
前
8
時
30

分
か
ら
※
予
備
日
11月
6
日
▽
会

場
11市
民
陸
上
競
技
場
▽
費
用
11

高
校
生
以
上
200円
（
小
・中
学
生
は

無
料
）
▽
申
込
み
11
小
・
中
学
生

は
9
月
22日
午
後

5
時
ま
で
に
体

育
課
（市
役
所

5
階
）
へ
、
高
校
生

以
上
は

9
月
23日
午
前

9
時
か
ら

正
午
ま
で
体
育
課
で
受
付
、
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
む
こ
と
※
郵

送
は
同
大
会
事
務
局

(-T191日
野

市
南
平

9
の
27の
10堀
江
方
）
へ

女
市
民
体
育
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
競
技
（シ
ン
グ
ル
ス
）

▽
日
時

11
10月
30日、

11月
3
日

.
6日
・

13日
・

20日
午
前

8
時

か
ら
※
予
備
日
23日
▽
会
場
1
1
多

摩
平
第
一
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ

か
▽
費
用
11千
円
▽
申
込
み
1
1
9

月
19日
午
後

1
時
1
4時
、
9
月

20日
午
後

3
時
1
7時
に
市
役
所

1
階
101会
議
室
で
受
付
▽
問
合
せ

先
11体
育
課
6
内
線
542

ぼしゅう

＊
市
立
保
育
園
臨
時
職
員
募
集

▽
職
種
・
剪
集
人
員
11
特
例
パ
ー

ト
保
母
、

1
人
▽
資
格
11
保
育
の

で
き
る

45歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康

な
女
性
▽
勤
務
場
所
11
あ
さ
ひ
が

お
か
保
育
園
▽
勤
務
開
始
日
11
10

月
1
日
か
ら
▽
勤
務
時
間

11午
前

7
時
30分
1
9時
30分
と
午
後

4

時
1
6時

(
1日
4
時
間
、
週

4

日
1
5日）

▽
賃
金
1
1
時
給

980円

※
交
通
費
全
額
支
給
▽
応
募
方
法

11履
歴
書
（
写
真
恭
付
）
を

9
月

20日
ま
で
に
市
役
所

2
階
児
童
福

祉
課
へ
▽
問
合
せ
先
1
1
児
童
福
祉

課
6
内
綜

241

含
臨
時
歯
科
衛
生
士
募
集

▽
職
種

・
募
集
人
晨
11歯
科
衛
生

士
、
若
干
人
▽
資
格
1
1
日
本
歯
科

衛
生
士
会
に
お
け
る
研
修
を
受

け
、
歯
科
保
健
指
導
に
興
味
の
あ

る
方
で

30歳
ー

35歳
の
健
康
な
女

件
▽
勁
務
日
時
11月
暉

1
金
曜
日

の
間
で
、
い
つ
で
も
勤
務
で
き
る

r今？今マ企マ今つ企っ企で企で企で4

15▽ 
日締
号め
が切
前り
月は

同が
〗鼻
;〗ん
胃謬

合喜、＠ 

口［メ
夏疇ク
ィ鬱

こ
と
▽
賃
金
11
時
給
千

720円
※
交

通
費
全
額
支
給
▽
応
募
方
法
11歯

科
衛
生
士
免
許
証
（
写
し
）
及
び

履
歴
菖
（
写
真
赤
付
）
を

9
月
22

日
ま
で
に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
健
康
課
へ

▽
問
合
せ
先
1
1
健
康

課

(C
8
1
.
4
1
1
1
)

遜
もよおし

＊
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
例
会

▽
日
時
1
1
9月
1
6
日
午
後
1
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11中
央
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
1
1
嘔
体
操
、
歌
唱
掴

導
な
ど
※
新
入
会
鼻
歓
迎
▽
問
合

せ
先
11藤
井
（
6
9
2
.
7
0
2
3
)

＊
環
境
茎
本
条
例
学
習
会

▽
日
時
1
1
9月
17日
午
前
10時
＼

正
午
▽
会
場
11生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
講
師
1
1
田
鳥
喜
代
恵
氏

（
日
の
出
ア
セ
ス
代
表
）
▽
問
合
せ

先
11宇
田
川

(6
9
3
.
2
8
9
2
)

＊
日
野
・
子
ど
も
の
本
の
出
会
い

の
会
例
会

▽
日
時
1
1
9月
17日
午
後
2
時
1

4
時
30分
▽
会
場
11高
幡
図
書
館

▽
内
容
1
1
子
ど
も
と
読
書

・
学
校

図
書
館
に
関
係
の
あ
る
夏
の
全
国

研
究
会
の
報
告
会
▽
問
合
せ
先
II

鈴
木

(6
0
4
2
3
.
8
9
.
6
8

0
9夜
間
）

＊
第

3
回
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ひ
ろ
ば

講
演
会

▽
日
時
1
1
9月
17日
午
後
2
時
ー

4
時
▽
会
場

n
佐
々
木
ク
リ
ニ

ッ

ク
▽
内
容
1
1
子
供
の
ア
レ
ル
ギ
ー

性
疾
患
の
話
▽
講
師
11佐
々
木
栄

一
氏
（
小
児
科
医
）
▽
費
用
IIIOO

円
※
保
育
な
し
▽
問
合
せ
先
1
1
佐

々
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

(C
8
5
.
2
5

9
1
)
 

＊
叫
秋
の
撮
影
会

▽
日
時
1
1
9月
18日
午
前
10時
＼

正
午
、
午
後

1
時
30分
ー

3
時
※

雨
天
の
場
合
は
25日
▽
会
場
11
多

摩
テ
ッ
ク
遊
園
地
※
モ
デ
ル
参
加

▽
費
用
11千
500円
▽
問
合
せ
先
II

日
野
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
連
合
会

（
吉
田
6
81
.
2
4
0
7夜
問
）

＊
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

▽
日
時

1
1
9月
18日
午
前
10時
ー

午
後

1
時
▽
会
場
1
1
生
活

・
保
健

セ
ン
タ
ー
前
（
生
活
の
ひ
ろ
ば
）
※

雨
天
の
場
合
は
同
セ
ン
タ
ー
内
。

産
直
た
ま
こ
、
模
擬
店
あ
り
▽
問

合
せ
先
11ジ
ョ
イ
コ
ー
プ
日
野
地

区
会
（
荒
川
6
8
1
.
6
7
7
5
)

＊
山
水
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

▽
日
程
11
9
月
20日
1
2
5日
▽
会

場
1
1
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽

内
容
11
写
真
約

60点
▽
問
合
せ
先

11
小
泉

(6
8
1
.
3
7
8
1
)

＊
栄
光
保
育
園
子
育
て
講
座

▽
日
時
1
1
9月
21日
午
後
3
時
30

分
か
ら
▽
会
場
1
1
同
保
育
園
▽
講

師
11杉
浦
正
明
氏
▽
問
合
せ
先
II

同
保
育
園

(
6
9
3
.
1
5
3
8
)

＊
手
づ
く
り
・
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

を
す
す
め
る
会
か
ら

▼
う
き
つ
き
手
芸
教
室
▽
日
時
11

9
月
22日
午
前

2
時

1
正
午
▽
会

場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
11ペ
ア

・
ユ
ニ
ー
ク
カ
エ
ル
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
人
形
▽
費
用
11
千

lOO
円

（
材
料
費
、
参
加
費
）

▼
あ

い
あ
む
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加

者
募
集
▽
日
時

1
1
9月
24日
午
前

10時
ー
午
後

3
時
※
雨
天
中
止
▽

会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
前

（
生
活
の
ひ
ろ
ば
）
▽
内
容
11手

作
り
品
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
等
の
バ

ザ
ー
ル
▽
費
用
11
参
加
費

300円
、

賛
同
支
援
金
▽
問
合
せ
先
11あ
い

あ
む

(
6
8
6
.
8
3
8
3
)

＊
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会

▽
日
時

1
1
9月
24日
午
後
7
時
か

ら
▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館
▽
内
容

11映
画
「
父
ち
ゃ
ん
の
ポ
ー
が
聞

こ
え
る
」
（
字
華
付
き
）
※
「
た
ま
し

ろ
の
郷
」（
ろ
う
重
複
者
入
所
授
産

施
設
）
早
期
建
設
を
目
掴
し
て
▽

問
合
せ
先
1
1
日
野
市
聴
覚
障
害
者

協
会
（
土
師
6
9
1
.
8
0
2
0
)

＊
肝
臓
専
門
医
を
囲
ん
で

伺
で
も
療
養
相
談

▽
日
時
1
1
9月
25日
午
後
1
時
か

ら
▽
会
場
11中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
医
1
1
土
方
英
士
氏
（
土
方

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
※
ど
な
た
で

も
▽
問
合
せ
先
11日
野
市
肝
臓
病

友
の
会
（
歌
代
6
9
3
.
2
4
8
0

昼
間
／
赤
塚
6
85
.
1
7
2
3夜

間）＊
水
耀
（
よ
う
）
会

・
茜
（
あ
か

ね
）
の

会

水

彩
画
展

▽
日
時

1
1
9月
27日
ー

10月
2
日

午
前
10時
ー
午
後
6
時

（
最
終
日

は
午
後

5
時
ま
で
）

▽
会
場
1
1
と

よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ

先

11木
原

(6
91
.
3
0
9
6
)

＊
牛
乳
料
理

（
無
料
）
講
習
会

▽
日
時
1
1
9月
29日
午
前
10時
1

午
後

0
時
30分
▽
会
場

11東
部
会

館
▽
内
容
11
牛
乳
料
理

3
品
▽
講

師
11山
中
節
子
氏
▽
申
込
み
先
lI

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
（
久
万

6
8
1
.
0
2
6
5
夜
間
）

＊
草
木
を
訪
ね
る
会
高
尾
山

▽
日
時

1
1
9
月

29
日
午
前

10
時

（
か
す
み
台
集
合
）
※
小
雨
実
施

▽
定
員
11先
着
15人
▽
費
用
11200

円
▽
持
ち
物
1
1
昼
食
、
水
筒
、
爾

具
な
ど
▽
問
合
せ
先
ー
佐
藤

(6

83
.
0
2
7
9
)
 

＊
第

3
回
ラ
ブ
・
ジ
・
ア
ー
ス
児

童
作
品
（
絵
画
等
）
展

▽
日
時
1110月
1
日
午
後
1
時
ー

5
時
／
10月
2
日
午
前
10時
ー
午

後

4
時
▽
会
場
11市
民
会
館
展
示

室
▽
閏
合
せ
先
11山
城

(6
9
1
.

8
7
0
0
)
 

＊
秋
の
鳴
く
虫
展

▽
日
程

1110月
1
日
ま
で
▽
会
場

1
1
束
京
都
多
摩
動
物
公
園
内
毘
虫

園
ホ
ー
ル
▽
内
容

11キ
リ
ギ
リ
ス

科
、
コ
オ
ロ
ギ
科
の
よ
く
名
の
知

ら
れ
て
い
る
鳴
く
虫
を
展
示
▽
対

象
11
一
般
来
園
者
▽
問
合
せ
先
II

東
京
都
多
摩
動
物
公
園
（
横
尾

6

91
.
1
6
1
l
)
 

＊
映
画
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
ー

「家
族
の
今
・
末
来
」

1

▽
日
時

1110月
9
日
午
後
0
時
30

分
i
5時
▽
会
場
1
1
調
布
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
▽
内
容
11
1
部
…
上
映

と
講
演
、

2
部
…
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
※
パ
ネ
ラ
ー
に
斉
藤

茂
男
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
宮

迫
千
鶴
氏
（
画
家

・
評
論
家
）
▽

費
用
11千
円

（
保
育
あ
り
。
要
電

話
予
約
）
▽
問
合
せ
先
1
1
女
性
未

来

21
（
下
堕
C
9
3
.
0
2
2
1
)

＊
講
演
会
の
お
さ
そ
い

▽
日
時

11
10月
14日
午
後
］
時
1

3
時
▽
会
場
11
府
中
の
森
芸
術
劇

場
ど
り
ー
む
ホ
ー
ル
▽
内
容
1
1
生

こ
み
で
環
境
浄
化
と
自
然
農
法
▽

講
師

11比
嘉
照
夫
氏
（
琉
球
大
学

教
授
）
▽
費
用
1
1
千
円
▽
問
合
せ

先
11多
摩
地
域
環
境
浄
化
を
進
め

る
会
（
佐
藤
C
9
2
.
6
0
0
6
)

筐
なかま

＊
南
平
剣
友
会
会
員
募
集

▽
毎
週
火
曜
・
土
曜
日
午
後

6
時

ー

7
時
30分
に
南
平
小
体
育
館
な

ど
で
▽
対
象
11
小

・
中
学
生
▽
費

用
11入
会
金

2
千
円
、
月
千
SOO円

▽
問
合
せ
先
11山
守

(
6
9
3
.
o

8
1
1
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま

わ
り
」
会
員
募
集

▽
毎
週
金
曜
日
午
後

1
時
1
3時

に
混
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽

対
象
11
初
級
・
中
級
者
※
指
導
あ

り
▽
費
用
11入
会
金

2
千
円
、
月

3
千

500
円
▽
問
合
せ
先
1
1
菊
地

(C
91
.
3
6
2
2
)
 

＊
手
あ
み
サ
—
ク
ル「ひ
つ
じ
」

会
員
募
集

▽
毎
月
第1
•

第
3

金
曜
日
午
前

10時
ー
正
午

(
9月
に
限
り
第

3

•
第
5

金
躍
日
）
に
中
央
公
民
館

な
ど
で
※

9
月
の
テ
ー
マ
は
「
初

秋
の
ベ
ス
ト
」
な
ど
▽
問
合
せ
先

11阿
部

(
6
8
1
.
5
0
1
1
)

凡
I
 

ょM
 

あ
f

)

 

＊
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
誰

（だ
れ
）
で
も
書
け
る
文
章

入
門
▽
日
時
1
1
9月
17日
1
1
2月

3
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後

7
時
ー

9
時
（全
12回）
▽
費
用
1
1
2万
円

▼
お
し
ゃ
れ
ク
ッ
キ
ン
グ
▽
日
時

1
1
9月
19日
午
前
10時
1
正
午
▽

内
容

11お
菓
子
と
料
理
▽
費
用
11

3
千
円
※
保
育
室
あ
り
。
要
予
約

(
2歳
か
ら
）

700円
▼
カ
ヌ
ー
ス

ク
ー
ル
参
加
者
募
集
▽
日
程
11
9

月
23日
・
25日
午
前
10時
1
正
午

▽
会
場
1
1
富
士
電
機
プ
ー
ル
※

10

月

8
日

・
9
日
に
青
梅
で
合
宿
▽

対
象
11小
学
生
以
上
▽
費
用
1
1
2

万
円
▼
テ
ニ
ス
キ
ャ
ン
プ
▽
日
程

1110月
1
日
・

2
日
▽
場
所

11清

里
高
原
▽
費
用
1
1
2万
4
千
円
▼

幼
稚
園
に
つ
い
て
考
え
る
▽
日
時

1110月
3
日
午
後
1
時
30分
ー
3

時
▽
内
容
11
幼
稚
園
の
選
び
方
ほ

か
▽
費
用
11千
円

こ
の
ほ
か
マ
幼
児
・
秋
の
企
画

募
集
▼
「
さ
わ
や
か
ス
イ
ミ
ン
グ
」

パ
—
ト
ー
▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ

ご
E

少
年
ク
ラ
ス
無
料
体
験
入

会
を
募
集
中

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
は
▽

会
場
1
1
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

11
同
セ
ン
タ
ー
（
6
8
2
.
3
1
3

6
)
 

＊
犬
・
猫
の
不
妊
．
去
勢
手
術
は

動
物
愛
護
の
第

1
歩
I
.

▽
動
物
愛
護
週
間
特
別
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
▽
不
妊

．
去
勢
手
術
費
用
11

メ
ス
…

9
千

626
円
（
妊
娠
中
も

可
）
、
オ
ス
…
5
千

685円
▽
対
象
II

市
民
先
着
50人
▽
申
込
み
1
1
9月

21日
午
後

1
時
ー

5
時
に
動
吻
た

ち
の
会

(
C
8
3
.
2
9
0
8
)
へ

＊
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時
1
1
9月
20日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場
1
1
市
立
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11映
画

「
風
の
色
が
み
え
た
」
、
入
会
受
付

（
写
真

2
枚
と
印
鑑
持
参
）
▽
申
込

み
・
問
合
せ
先
1
1
同
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

(C
8
1
.
8
1
7
1
)

＊
無
料
不
動
産
相
談

▽
日
時
1
1
9月
23日
午
前
10時
i

午
後

3
時
▽
会
場
11南
多
摩
宅
地

建
物
取
引
支
部
事
務
所
（
日
野
市

役
所
そ
ば
）

▽
内
容
1
1
不
動
産
に

関
す
る
各
種
相
談
▽
問
合
せ
先
II

東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
南

多
摩
支
部

(6
8
3
.
7
8
3
0
)

*
1
6
ミ
リ
映
写
機
検
定

▽
日
程
1
1
9月
26日
▽
会
場

11中

央
図
書
館
※
映
写
機
は
22日
午
後

5
時
ま
で
に
必
ず
搬
入
を
▽
申
込

み
先
11中
央
図
書
館

(6
8
1
.
7

3
5
4
)
 

＊
電
話
に
よ
る
無
料
登
記
相
談

「
登
記
―

-
0番
」

▽
日
時
1110月
1
日
午
前
10時
1

正
午
、
午
後

1
時
1
3時
▽
相
談

電
話
番
号
11
市
外
局
番
は
す
べ
て

0
4
2
3
。
C
7
6
.
8
2
0
0
/

C
73
.
3
6
9
7/
6
7
6
.
9
8
 

5
0
/
6
7
6
.
3
7
7
5
/
6
7
6
 

•
2
4
8
9

▽
問
合
せ
先1
1
東
京

司
法
書
士
会
多
摩
支
部

(C
0
4

2
3
.
7
6
.
3
7
7
5
)
 

セ
ン
タ
ー
で
開
催
▽
規
定
11親
し

ま
れ
る
作
品
。
雑
詠
一
二
句
以
内
▽

応
募
方
法
1
1
色
紙
に
書
い
て
、

10

月

7
日
に
会
場
へ
持
参
▽
問
合
せ

先
11
田
中

(C
9
1
.
2
1
1
2
)

＊
技
能
講
習
会

▼
庭
木
手
入
れ
▽
日
時
1110月
3

日
午
前

9
時
30分
ー
午
後

4
時
▽

内
容
1
1
初
歩
的
な
庭
木
の
手
入
れ

（
講
義
と
実
習
）

▼
襖
（
ふ
す
ま
）

の
張
り
替
え
▽
日
時
1110月
4
日

午
前

9
時
30分
ー
午
後
4
時
▽
内

容

11
初
歩
的
な
襖
の
張
り
替
え

（
講
義
と
実
習
）

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
1
1
市

立
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▽
定
舅
11各
15人
▽
申
込
み
11電

話
で
同
セ
ン
タ
ー

(6
8
1
.
8
1

7
1
)

へ

＊
多
摩
更
生
園
木
の
実
祭
り

出
店
者
等
募
集

▽
10月
29日
・

30日
に
木
の
実
祭

り
を
開
催
。

30日
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
と
イ
ベ
ン
ト
出
浪

及
び
お
手
伝
い
で
き
る
方
を
募
集

▽
問
合
せ
先
1
1
同
園
地
域
行
事
グ

ル
ー
プ
（
船
木
6
9
1
.
6
8
8
5
)

＊
「
都
民
劇
場
」
秋
の
会
員
募
集

▽
優
秀
な
演
劇
、
音
楽
を
安
い
4
=

費
で
鑑
賞
で
き
る
会
員
制
の
団
体

▽
費
用
11入
会
金
千
円

(
9月
中

は

500円
）
※
案
内
葺
は
電
話
で
請

求
を
▽
問
合
せ
先

llool都
民
劇
場

(6
03
.
3
2
8
9
.
4
6
2
1
)
 

＊
日
野
市
女
性
社
会
事
業
協
会

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

▽
同
協
会
は
、
家
事
に
関
す
る
こ

と
や
技
術
的
協
力
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
っ
て
い
る
能
力
を
利
用
・

提
供
す
る
会
員
制
の
有
償
助
け
合

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
っ

て
い
る
方
、
援
助
で
き
る
方
、

f
J

参
加
を
▽
問
合
せ
先
1
1
同
協
会

(C
8
5
.
0
0
6
5
)
 

▽ * 10 JI I 
月柳
7 展
日作
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載


